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我
が
国
に
お
け
る
中
央
教
育
審
議
会
の
公

的
文
書
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
・
必
要

性
が
初
め
て
謳
わ
れ
た
の
は
、
平
成
１１
年
の

「
中
教
審
（
い
わ
ゆ
る
接
続
答
申
）」
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。

　

以
降
の
経
緯
は
、
数
多
の
研
究
・
実
践
報

告
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
中
央
省

庁
の
行
政
施
策
や
教
育
界
・
民
間
団
体
等
の

自
助
努
力
も
手
伝
っ
て
、
い
ま
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
、〝
花
盛
り
〞で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
学
校
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の

現
状
、
課
題
と
今
後
の
在
り
方
を
簡
潔
に
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
７０
年

代
初
頭
か
ら
８０
年
代
半
ば
ま
で
、
全
米
的
規

模
で
展
開
さ
れ
、
そ
の
動
向
や
展
開
事
情
は

逐
一
我
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
往
時
の
我
が
国
の
学
校
進
路
指

導
は
偏
差
値
依
存
一
辺
倒
、
時
の
行
政
・
学

校
も
対
岸
の
動
き
に
は
無
頓
着
・
無
関
心
で
、

言
う
な
ら〝
馬
耳
東
風
〞の
感
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
か
つ
て
の
中
教
審
答
申
（
平
成

１１
年
）
や
文
科
省
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
会
議
（
報
告
）（
平
成
１６
年
）」
を
契
機

と
し
て
、
初
等
中
等
教
育
で
の
先
導
的
実
践

が
始
動
、文
科
省
か
ら
中
教
審
へ
の
諮
問（
平

成
２０
年
）
も
手
伝
っ
て
、
我
が
国
で
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、
初
期
の
「
啓
発
期
」、
そ
の

後
の
「
試
行
期
」
を
経
て
、
今
、
漸
く
「
普

及
期
」
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
趨
勢
の
下
、
先
に
発
表
さ
れ
た

「
中
教
審
答
申
（
案
）」（
平
成
２２
年
１１
月
末
）

で
は
、
発
達
段
階
に
即
し
た
体
系
的
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
方
策
と
し
て
、
各
学
校
で
の

指
導
方
針
、
指
導
内
容
・
方
法
、
教
師
の
教

育
力
、
校
内
実
施
体
制
、
推
進
上
の
要
点
や

高
等
教
育
、
生
涯
学
習
、
学
校
外
教
育
と
の

協
力
体
制
等
に
至
る
ま
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
係
る
総
合
的
・
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ

ザ
イ
ン
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
綱
的
指
針
や
問
題

解
決
方
策
は
、
い
わ
ば
行
政
側
に
よ
る〝
処

方
箋
〞で
あ
り
、
書
物
で
は〝
目
次
〞に
過
ぎ

な
い
。
そ
の
処
方
や
目
次
を
ど
う
消
化
・
発

展
・
創
造
す
る
の
か
否
か
は
、
あ
げ
て
推
進

拠
点
と
な
る
学
校
・
教
師
側
の
教
育
責
任
に

帰
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
・
充
実
に
当
っ
て

は
、
昨
今
の
子
ど
も
・
若
者
の
職
業
行
動
を

巡
る
諸
課
題
の
解
決
を
避
け
て
通
れ
な
い
。

最
近
刊
行
さ
れ
た『
平
成
２２
年
版　

子
ど
も
・

若
者
白
書
』（
旧
青
少
年
白
書
を
改
題
）
を

見
る
と
、
例
え
ば
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
学

力
低
下
、
上
級
学
校
へ
の
不
本
意
進
学
、
中

途
退
学
、
大
学
進
学
の
易
化
、
高
・
大
卒
者

の
超
就
職
難
、
学
卒
者
の
早
期
離
転
職
、
職

場
不
適
応
等
々
に
関
す
る
数
々
の
課
題
の
山

積
み
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
教
育
課
題
に
対
処
す
べ
く
、

早
く
か
ら
学
校
の
教
育
活
動
の
全
体
を
通
し

て
、
進
路
指
導
の
基
本
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

理
念
・
モ
デ
ル
を
先
取
り
し
、
開
拓
的
実

践
に
取
り
組
ん
で
、
顕
著
な
成
果
を
収
め

て
い
る
学
校
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

　

数
多
の
国
公
私
立
小
・
中
・
高
校
の
研

究
報
告
や
実
践
記
録
を
読
む
と
、
そ
こ

に
ほ
ぼ
共
通
す
る
教
育
実
践
や
指
導
内
容

は
、
大
要
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
大
半
が
、
中
央
省
庁
、
地
方
教
育

委
員
会
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
の
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
に
関
す
る
研
究
指
定
に
よ

る
実
践
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
取
組
み
と

し
て
は
、
学
校
の
教
育
方
針
へ
の
位
置
付

け
、
校
内
教
育
組
織
・
指
導
体
制
の
改
編
、

教
科
・
科
目
の
再
編
・
統
合
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
指
導
計
画
の
策
定
、
必
要
な
教

材
資
料
の
工
夫
・
開
発
、
指
導
方
法
・
評

価
の
実
施
と
改
善
、
個
別
・
集
団
対
象
の

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
計
画
的
実

施
、
地
域
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
保

護
者
の
理
解
と
協
力
、
学
校
間
の
協
力
・

連
携
等
々
が
あ
る
。

　

昨
今
の
我
が
国
で
は
、
政
治
・
経
済
や

産
業
・
雇
用
面
の
構
造
的
変
化
の
影
響
か

ら
社
会
全
体
の
不
透
明
・
不
確
実
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
巷
間
、
先
行
き
の
漠
然
と

し
た
不
安
感
・
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
る
。

　

こ
の
際
、
近
々
の
「
中
教
審
答
申
」
を

〝
暗
夜
の
一
燈
（
佐
藤
一
斎
）
〞と
し
て
、

朝
野
を
挙
げ
て
国
家
的
教
育
課
題
に
対
峙

す
る
と
共
に
、
近
未
来
、
新
時
代
を
担
う

子
ど
も
・
若
者
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
願
っ
て
や
ま
な
い

次
第
で
あ
る
。

１　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
発
端
と
推
進

２　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
期
待

新しい時代に対応する
キャリア教育の推進と充実

仙仙﨑﨑　武　武

文教大学名誉教授（臨床教育学）文教大学名誉教授（臨床教育学）
日本キャリア教育学会名誉会長日本キャリア教育学会名誉会長
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成
」「
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
察
」「
生

き
方
や
進
路
に
つ
い
て
の
考
察
及
び
各
教
科
・

科
目
の
履
修
計
画
の
作
成
」
と
あ
る
。
教
科

書
需
要
数
を
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
た
め
、

遅
く
と
も
８
月
末
に
は
２
〜
３
年
次
の
時
間

割
を
決
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
前
期
３
単

位
・
後
期
１
単
位
で
実
施
し
て
い
る
が
、
入

学
し
た
ば
か
り
の
生
徒
に
対
し
て
将
来
の
進

路
を
見
据
え
て
科
目
選
択
を
さ
せ
る
こ
と
に

は
、
特
に
明
確
な
進
路
希
望
を
持
た
な
い
生

徒
に
対
し
て
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
校
で
は
「
自
分
が
大
切
に
し
た

い
科
目
は
何
か
」
と
い
う
視
点
で
生
徒
に
選

択
科
目
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。
科
目
間
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
（
例
え
ば
芸
術
分
野
へ
の

進
路
を
考
え
る
生
徒
に
対
し
て
も
、
英
・
数

な
ど
普
通
科
目
の
履
修
を
検
討
さ
せ
る
な
ど
）

は
、
生
徒
の
進
路
希
望
が
し
ば
し
ば
変
化
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
大
切
で
あ
る
が
、
極
端

に
言
え
ば
「
一
生
懸
命
に
さ
え
取
り
組
め
ば
、

ど
の
よ
う
な
科
目
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
進
路
に

役
に
立
つ
」
の
で
あ
る
。
野
球
部
の
練
習
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
だ
過
程
で
身
に
つ
け
た
も

の
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
ら
ず
と
も
人
生

に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
同
様

で
あ
る
。「
大
切
に
し
た
い
科
目
な
の
だ
か
ら

一
生
懸
命
取
り
組
も
う
。
そ
う
す
れ
ば
自
分

の
進
路
に
何
ら
か
の
形
で
必
ず
繋
が
る
」
と

い
う
こ
と
を
生
徒
に
は
意
識
さ
せ
た
い
。

　

ま
た
、「
必
要
・
不
必
要
」
と
い
う
考
え
方

で
科
目
選
択
を
さ
せ
る
の
は
（
大
学
受
験
等

を
考
え
れ
ば
ど
う
し
て
も
そ
の
よ
う
な
指
導

に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
現
実
的
に
そ
れ
が
必

要
な
面
も
あ
る
が
）、
危
険
で
あ
る
。
世
の
中

の
事
象
す
べ
て
に
意
味
が
あ
り
、
そ
の
意
味

に
応
え
る
た
め
、
そ
も
そ
も
す
べ
て
の
職
業

　
　

　　

本
校
は
道
都
札
幌
の
北
に
隣
接
す
る
石
狩

市
に
あ
る
。
平
成
１３
年
４
月
に
普
通
科
か
ら

総
合
学
科
に
学
科
転
換
し
た
。
１
学
年
８
ク

ラ
ス
か
ら
な
る
大
規
模
校
で
、
生
徒
９
４
０

名
の
う
ち
６５
％
が
石
狩
市
外
（
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
札
幌
）
か
ら
通
学
し
、
男
女
比
は
お
お

よ
そ
３５
％
対
６５
％
で
あ
る
。
普
通
科
目
に
加

え
、
特
に
商
業
・
情
報
系
と
福
祉
系
の
専
門

科
目
が
多
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
お
お
よ
そ
大
学
・
短
大

が
２
〜
３
割
、
専
門
学
校
が
５
〜
６
割
、
就

職
が
１
〜
２
割
で
あ
る
が
、
不
況
の
影
響
も

あ
り
、
近
年
「
進
路
未
決
定
者
」
の
増
加
が

目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　

生
徒
の
様
子
は
、
総
じ
て
素
直
で
落
ち
着

い
て
い
る
反
面
、
自
分
の
苦
手
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
よ
う
な
気
構
え
に
欠
け
る
生
徒
が
多

い
。
た
っ
た
１
回
の
挑
戦
で
就
職
を
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
重
視
す
る
総
合
学
科
と
し
て
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
進
路
を
決
め
た
生
徒

に
対
し
て
も
だ
が
、
い
か
に
目
的
意
識
を
持

っ
て
高
校
生
活
を
過
ご
さ
せ
、
各
自
の
進
路

先
に
繋
げ
さ
せ
ら
れ
る
か
を
目
標
に
、
日
々

試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
。

　

な
お
、
本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
進
路

指
導
部
と
総
合
学
科
推
進
部
（
以
下
「
推
進

部
」）
の
連
携
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
進

路
先
に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
提
供
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
講
習
、
面
接
指
導
等
は
進
路
指
導

部
が
主
催
し
、
総
合
学
科
の
必
修
科
目
で
あ

り
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
心
と
も
い
え
る
「
産

業
社
会
と
人
間
（「
産
社
」、
１
年
次
）」
お
よ

び
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間(

２
年
次
「
総
合

学
習
」、３
年
次
「
課
題
研
究
」)

」
指
導
の
企
画
・

立
案
を
推
進
部
が
行
っ
て
い
る
。
推
進
部
で

は
こ
れ
ら
を
通
し
、
生
徒
の
「
意
識
面
か
ら

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
稿

は
こ
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご

了
解
い
た
だ
き
た
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
課

題
認
識
能
力
〞
の
育
成
で
あ
る
。

　

ス
ー
パ
ー
に
よ
る
と
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
は

「
生
涯
に
お
い
て
個
人
が
果
た
す
一
連
の
役

割
、
お
よ
び
そ
の
役
割
の
組
み
合
わ
せ
」
と

あ
る
（
下
村
英
雄
『
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
心
理

学
』
よ
り
）。
人
間
の
究
極
の
幸
せ
が
「
人

に
愛
さ
れ
る
こ
と
、
人
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と
、

人
の
役
に
立
つ
こ
と
、
人
に
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
少
な
く
と
も
後
者
３

つ
を
職
業
が
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば

（
坂
本
光
司
『
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た

い
会
社
』
よ
り
）、
前
述
の
目
的
意
識
あ
る
い

は
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」
を
高
め
る
教
育
の
最

大
の
狙
い
は
「
自
分
が
将
来
、
世
の
中
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か

を
『
自
分
自
身
で
認
識
し
た
課
題
点
』
か
ら
、

ど
れ
だ
け
捉
え
さ
せ
ら
れ
る
か
」、
そ
し
て
そ

れ
が
「
今
勉
強
し
て
い
る
こ
と
と
ど
の
よ
う

な
繋
が
り
が
あ
る
の
か
を
ど
れ
だ
け
意
識
さ

せ
ら
れ
る
か
」、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

２
〜
３
年
次
の
時
間
割
を
、
約
１
６
０
も
の

選
択
科
目
か
ら
自
分
で
選
び
作
成
す
る
本
校

に
お
い
て
、
こ
の
意
識
は
重
要
で
あ
り
、
学
科

転
換
以
来
多
く
の
実
践
が
行
わ
れ
て
き
た
。
以

降
、
こ
の
観
点
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
、

特
に
最
近
の
も
の
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

①
１
年
次
「
産
社
」（
２
単
位
）

　

学
習
指
導
要
領
に
よ
れ
ば
、
こ
の
科
目
の

狙
い
は
、「
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
の
育

北
海
道
石
狩
翔
陽
高
等
学
校

　

総
合
学
科
推
進
部
長

鈴
木
広
基

高 校 の キ ャ リ ア 教 育 は 今

石
狩
翔
陽
高
等
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り
組
み

本
校
の
概
要

1

「
キ
ャ
リ
ア
」
教
育
と
は

〜
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
施
の
経
緯
〜

2

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
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＜

平
成
２１
年
１
月
２２
日
実
施　

３
年
生
対
象

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り＞

や
学
問
が
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
て
こ
そ
、
本
当
の
「
職
業
意
識
の

涵
養
」
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
好
き
だ
が
情
報
関
連
企

業
か
ら
の
求
人
が
な
い
」
と
あ
き
ら
め
る
生

徒
に
「
な
ぜ
好
き
な
の
か
」
を
徹
底
し
て
問

答
し
、そ
の
興
味
対
象
の
本
質
的
な
意
味
（
役

割
）
に
気
づ
か
せ
る
と
と
も
に
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
業
種
・
職
種
に
I
C
T
技
術
が
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
よ
う

な
〝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
〞

が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

産
社
で
は
こ
の
他
に
、
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ

課
題
や
、
職
業
調
べ
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作

成
等
を
行
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ

る
狙
い
は
「
世
の
中
の
〝
課
題
〞
を
自
身
の

視
点
で
認
識
し
、
そ
の
解
決
に
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
貢
献
し
て
い
る
〝
職
業
〞
と
の
結
び
つ

き
を
考
え
、
さ
ら
に
そ
れ
が
自
分
の
得
意
な

こ
と
や
進
路
希
望
と
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
が

あ
る
の
か
を
考
え
続
け
よ
う
」
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
進
路
適
性
検
査
（
今
年
度
か
ら

G
A
T
B
）」「
進
路
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
社

会
人
講
話
」「
企
業
・
上
級
学
校
見
学
会
」「
上

級
学
校
出
前
授
業
」
等
な
ど
も
進
路
指
導
部

と
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
が
、
大
規
模

校
で
あ
る
本
校
で
は
全
体
的
な
指
導
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
感
が
強
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
す
る
際
も
、
必
ず
前

述
の
「
狙
い
」
を
意
識
さ
せ
る
発
問
か
ら
な

る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
そ
の
つ
ど
生
徒
に
記
入

さ
せ
、
評
価
を
し
て
返
却
し
た
も
の
を
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
さ
せ
て
い
る
。

②
２
年
次
「
総
合
学
習
（
総
学
、
１
単
位
）」

お
よ
び
３
年
次
「
課
題
研
究
（
２
単
位
）」

　

前
述
の
産
社
の
狙
い
を
達
成
す
る
に
は

３
年
間
を
通
し
た
継
続
的
な
指
導
が
必
要
で

あ
り
、
本
校
で
は
総
学
や
課
題
研
究
に
お
い

て
も
継
続
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え

ば
、
３
年
次
で
取
り
組
む
課
題
研
究
に
向
け

て
、
そ
の
練
習
を
産
社
・
総
学
で
反
復
し
て

い
く
と
も
言
え
る
。

　

紙
面
の
関
係
で
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
本

校
の
課
題
研
究
は
「
自
分
自
身
で
課
題
を
認

識
し
、
そ
こ
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を
個
人
ご
と

に
設
定
し
１
年
間
か
け
研
究
を
行
い
発
表
す

る
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に「
課
題
認
識
」

に
重
点
を
置
き
、
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

課
題
や
「
あ
し
た
を
つ
か
め
（
N
H
K
）」「
ル

ビ
コ
ン
の
決
断
（
テ
レ
ビ
東
京
）」「
ガ
イ
ア

の
夜
明
け
（
同
）」
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ
ア

も
視
聴
さ
せ
な
が
ら
、
ま
た
産
社
・
総
学
と

も
「
生
徒
向
け
通
信
」
を
発
行
す
る
な
ど
し

て
「
普
段
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
世
の
中
の
違

和
感（
大
西
泰
斗
他『
１６
歳
の
教
科
書
』よ
り
）」

に
気
づ
か
せ
、
大
切
に
育
て
て
い
く
。

　
「
自
分
で
課
題
を
認
識
で
き
る
能
力
・
姿

勢
」
は
生
涯
に
わ
た
り
必
要
で
あ
り
、「（
そ

れ
が
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
）
自
分
の
得

意
な
こ
と
を
生
か
し
、
そ
の
解
決
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
漠
然
と
で
も
実
感

で
き
た
生
徒
は
、
あ
る
種
の
自
信
を
持
っ
て

「
社
会
・
職
業
」
と
い
う
も
の
に
立
ち
向
か

っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

「
自
ら
立
ち
向
か
う
姿
勢
」
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
、「
キ
ャ
リ
ア
」
は
蓄
積

さ
れ
る
。

　
①
担
任
の
先
生
の
役
割

　

産
社
の
指
導
で
は
科
目
選
択
指
導
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
が
、
個
人
面
談
等
で
多
忙
を
強

い
ら
れ
る
。
副
担
任
も
協
力
す
る
が
、
あ
く
ま

で
サ
ポ
ー
ト
的
な
業
務
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
本
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
不
在
の
た
め
、
担
任
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に

軽
減
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

②
進
路
指
導
部
の
役
割

　
「
進
路
未
決
定
者
（
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
回
受

験
者
」
も
含
む
）」
を
な
く
そ
う
と
い
う
目
標

の
も
と
、
例
え
ば
１
年
次
に
対
し
て
「
科
目

選
択
相
談
週
間
」
を
設
定
し
、
大
学
受
験
の

シ
ス
テ
ム
や
昨
今
の
就
職
状
況
、
専
門
学
校

の
傾
向
等
の
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
担
任
の

先
生
以
外
の
指
導
を
自
ら
積
極
的
に
受
け
よ

う
と
す
る
生
徒
は
少
数
で
あ
り
、
こ
れ
を
い

か
に
全
体
的
な
取
り
組
み
に
し
て
い
く
か
が

課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
進
路
別
ガ
イ

ダ
ン
ス
」「
企
業
・
上
級
学
校
見
学
会
」
な
ど

で
は
、
外
部
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
等
で
推

進
部
と
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
行
っ
て

い
る
。

　　
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」
を
育
て
る
指
導
に
つ
い

て
は
数
値
的
な
検
証
が
し
に
く
い
し
、
そ
の

効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
も
社
会
に
出
て
５
年

後
１０
年
後
に
気
づ
く
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

本
校
で
も
観
点
を
絞
っ
た
設
問
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本

校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
総
ま
と
め
と
も
い

え
る
課
題
研
究
を
終
え
た
３
年
生
の
感
想
を

最
後
に
紹
介
す
る
。

実
施
体
制

4

生
徒
・
卒
業
生
か
ら
の

反
応
、
感
想

5

質
問
１６
「
課
題
研
究
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
得
た
こ

と
、
今
後
の
人
生
で
役
に
立
つ
こ
と
」

○
課
題
研
究
と
い
う
機
会
で
、
調
べ
る
力
・
発
表
す
る

力
な
ど
が
養
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ど
こ
の
世
界
に

行
っ
て
も
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
の
機
会

を
得
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
課
題
研
究
で
学
ん
だ
こ
と
は
、「
疑
問
に
思
わ
な
け

れ
ば
始
ま
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
疑
問
を
調
べ
て
、

そ
こ
で
生
ま
れ
た
新
し
い
疑
問
を
ま
た
調
べ
て
…
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
」
で
、
人

間
的
に
成
長
で
き
る
ん
だ
な
っ
て
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

○
自
分
の
将
来
の
目
標
に
関
係
す
る
こ
と
を
、
た
く

さ
ん
の
時
間
を
か
け
て
調
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
そ
の

職
業
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
進
路
に

関
す
る
テ
ー
マ
設
定
を
し
た
た
め
、
論
文
を
完
成

さ
せ
て
み
て
、
全
体
的
に
学
べ
た
し
、
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

○
計
画
し
て
実
行
に
移
す
こ
と
は
、
大
変
だ
と
感
じ

た
。
で
も
、
課
題
研
究
で
好
き
な
こ
と
を
研
究
で

き
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
も
必
要
で
、
学

ぶ
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
き
た
と
思
う
。

○
日
常
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
う
こ
と
も
こ
ん
な
風

に
調
べ
た
り
す
る
機
会
は
な
い
か
ら
、
何
か
に
つ
い

て
長
い
時
間
を
使
っ
て
研
究
し
、
そ
の
結
果
、
自
分

の
納
得
の
い
く
答
え
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
勉
強
に
な
っ
た

と
思
う
。

○
課
題
研
究
を
通
し
て
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
よ
り
深
く

研
究
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
調
べ
て

い
く
う
ち
に
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
さ
ら
に
興
味

を
引
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
自
分
の
進
路
に
も
関

係
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
こ
の
学
ん
だ
こ
と
を
大

学
へ
行
っ
て
も
活
用
し
、
さ
ら
に
深
く
知
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

○
課
題
研
究
を
自
分
の
進
路
や
夢
と
関
係
の
あ
る
こ

と
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
き
っ
と
そ
の
１
年

間
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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先
行
事
例
が
な
い
状
況
で
私
が
考
え
た
の

が
、「
各
企
業
の
人
事
担
当
者
に
直
接
話
を
聞

き
、
入
職
ま
で
に
必
要
な
能
力
と
は
何
か
調

査
し
、
独
自
で
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
よ
う
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

内
定
後
に
つ
い
て
少
し
補
足
し
ま
す
と
、

大
学
生
の
場
合
、
内
定
後
の
指
導
は
各
企
業

が
実
施
し
ま
す
。
内
定
式
や
研
修
な
ど
就
業

前
の
１
年
間
を
じ
っ
く
り
と
使
い
、
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
を
芽
生
え
さ
せ
、
入
職
に
向

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
業
は
作
成
し
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
高
校
生
の
場
合
、
学
業
が
最

優
先
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
各
企
業
が
入
職

前
に
生
徒
へ
の
指
導
を
基
本
的
に
は
で
き
な

い
と
い
う
倫
理
憲
章
が
存
在
し
ま
す
。
そ
こ

で
高
校
内
で
放
課
後
を
使
い
実
施
す
る
こ
と

で
そ
の
問
題
を
解
決
し
、
生
徒
達
が
就
業
意

欲
を
高
め
る
指
導
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

●
『
内
定
後
研
修
』
｜
各
企
業
の
協
力

　

研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
就
業
ま
で

に
必
要
な
能
力
と
は
何
か
、
内
定
企
業
を
訪

問
し
、
本
校
の
就
職
指
導
に
お
け
る
試
み
を

一
社
一
社
説
明
し
て
歩
き
ま
し
た
。
内
定
後

研
修
を
始
め
て
早
３
年
、
現
在
で
は
延
２
０
０

社
以
上
の
人
事
担
当
の
方
々
に
相
談
を
し
て

お
り
ま
す
。　

　

人
事
担
当
者
に
話
を
聞
く
と
、
新
入
社
員

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
表
れ
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
「
今
年
、
大
学
卒
で

入
社
し
た
新
入
社
員
に
多
い
の
だ
け
ど
、
電

話
を
取
り
次
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い

は
伝
言
メ
モ
が
残
っ
て
い
て
も
、
一
体
何
を

伝
え
て
い
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

ね
」
な
ど
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
我
々
社
会
人

が
当
た
り
前
に
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

　
　

　　

本
校
は
埼
玉
県
南
部
に
位
置
す
る
私
立
学

校
で
、『
実
学
に
勤
め
徳
を
養
う
』
と
い
う

校
訓
の
下
、
実
学
教
育
を
中
心
と
し
て
い
ま

す
。
全
校
生
徒
数
は
併
設
す
る
中
学
校
を
含

め
２
４
０
０
人
を
超
え
、
普
通
科
、
商
業
科

の
２
学
科
を
設
置
し
た
高
等
学
校
で
す
。

　

本
校
の
就
職
指
導
と
し
て
は
学
年
と
進
路

指
導
部
、
就
職
指
導
と
の
連
携
を
高
め
、
生

徒
一
人
一
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
就
職
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
創
立
以
来
内
定

率
１
０
０
％
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
各
企

業
に
対
し
実
学
を
体
得
し
、
実
社
会
で
実
践

で
き
る
人
材
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
① 

就
職
指
導
革
新
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

 

『
内
定
後
研
修
』

●
『
内
定
後
研
修
』
｜
実
施
の
き
っ
か
け

　

生
徒
達
は
自
信
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

た
気
持
ち
の
中
、
一
生
懸
命
自
身
の
就
業
に

対
す
る
意
欲
を
ア
ピ
ー
ル
し
内
定
を
頂
き
ま

す
。
内
定
を
頂
く
と
、
生
徒
は
涙
を
流
し
て

喜
び
ま
す
。
し
か
し
「
内
定
を
頂
い
た
後
が

大
切
な
時
期
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
生
徒

全
員
に
私
は
伝
え
ま
す
。

　

大
学
生
の
場
合
、
内
定
後
は
内
定
式
や
企

業
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
内

定
企
業
か
ら
受
け
取
り
、
就
業
意
欲
を
自
身

で
高
め
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
高
校

生
の
場
合
、
各
企
業
が
内
定
者
を
企
業
へ
呼

び
、
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
約
束
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
高
校
生
は

内
定
を
頂
い
た
だ
け
で
満
足
し
、
社
会
人
意

識
を
育
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
就
業
し
ま
す
。

し
か
し
そ
う
し
た
場
合
、
就
業
意
欲
が
薄
れ
、

高
校
生
の
気
持
ち
の
ま
ま
就
業
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

仕
事
と
い
う
の
は
学
生
と
違
い
、
人
間
関

係
の
構
築
か
ら
新
し
い
環
境
へ
の
対
応
、
新

し
い
知
識
の
導
入
と
、
劇
的
に
生
徒
の
社
会

は
変
化
し
ま
す
。
し
か
し
就
業
意
識
の
薄
れ

た
状
況
で
入
職
し
た
場
合
、
仕
事
に
対
応
で

き
ず
に
自
信
を
失
く
し
離
職
し
て
し
ま
う
、

ま
た
は
仕
事
に
対
応
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
で

退
職
し
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
達
が
、
そ
し
て
企
業
が
、
満
足
す
る

就
職
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考

え
た
結
果
、
私
が
導
き
出
し
た
の
が
『
内
定

後
研
修
』
で
し
た
。

●
『
内
定
後
研
修
』
｜
実
施
ま
で
の
挑
戦　

　

私
が
就
職
指
導
総
括
責
任
者
に
着
任
し
た

３
年
前
、
実
情
を
鑑
み
、
い
ざ
『
内
定
後
研
修
』

を
実
施
し
よ
う
と
し
て
も
、
一
体
何
か
ら
始
め

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
途
方
に
く
れ
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
こ
の
指
導
は
大
学
を
含
め
、

ど
の
学
校
で
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
内
定
前
に
資
格
を
取
る

た
め
の
指
導
や
、
就
職
に
向
け
て
の
マ
ナ
ー
指

導
は
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
キ

ャ
リ
ア
教
育
が
各
高
校
や
大
学
に
浸
透
し
た
大

い
な
る
結
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
内

定
後
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
、
卒
業
す
る

と
い
っ
た
観
点
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
は
一
つ
も

な
か
っ
た
の
で
す
。

高 校 の キ ャ リ ア 教 育 は 今

浦
和
実
業
学
園
高
等
学
校
に

つ
い
て

1

浦
和
実
業
学
園
高
等
学
校

　

就
職
指
導
主
任

田
口
純
平

浦
和
実
業
学
園
高
等
学
校 

就
職
指
導
『
温
故
知
新
』

〜
伝
統
あ
る
就
職
指
導
と
就
職
指
導
革
新
〜

就
職
指
導
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育

2
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も
喜
び
の
よ
う
で
、
就
業
後
に
会
う
た
び
に
、

い
つ
先
生
が
来
る
の
か
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

 　

本
校
の
就
職
指
導
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
、
生
徒
そ
し
て
各
教
員
に
浸
透
し
て
い

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

一
昨
年
、
雇
用
状
況
が
厳
し
い
中
、
女
子

生
徒
が
企
業
よ
り
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。
企

業
か
ら
内
定
に
関
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
後
、

私
は
す
ぐ
さ
ま
職
員
室
に
駆
け
込
み
担
任
に

伝
達
し
ま
し
た
。「
○
○
内
定
で
す
」
と
私
が

伝
え
た
瞬
間
、
職
員
室
か
ら
「
お
お
っ
、
や

っ
た
」
と
い
う
歓
声
。
さ
ら
に
多
く
の
３
学

年
の
教
員
が
私
に
握
手
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

私
も
笑
顔
で
握
手
に
応
え
ま
し
た
。

　

一
人
の
生
徒
の
内
定
に
大
き
な
喜
び
の
声

が
上
が
る
の
は
、
ま
さ
し
く
３
年
間
苦
労
し
、

指
導
し
て
き
た
先
生
方
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

関
す
る
成
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
本
校
の
教
員
が
真
剣
に
就
職
指
導
に

向
き
合
い
、
そ
し
て
生
徒
の
将
来
を
案
じ
、

結
果
が
出
た
こ
と
を
喜
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
光

景
は
就
職
だ
か
ら
こ
そ
現
れ
た
も
の
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

　

就
職
指
導
の
責
任
者
と
し
て
、
私
は
「
生

徒
の
一
生
を
背
負
っ
て
い
る
責
任
」
と
い
う

も
の
を
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
内
定
後
研
修
や
就
業
後
も
３
年
間
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
怠
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　

本
校
で
は
今
後
も
生
徒
の
た
め
、
保
護
者

の
た
め
、
企
業
の
た
め
に
伝
統
の
指
導
と
革

新
の
指
導
を
融
合
さ
せ
た
進
化
し
た
就
職
指

導
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
高
校
生
内
定

者
、
大
学
生
内
定
者
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
す
。

　

各
企
業
人
事
担
当
者
が
悩
ん
で
い
る
、
能

力
不
足
で
仕
事
に
取
り
組
め
な
い
人
材
を
、

育
成
す
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
意
見
を

反
映
し
、
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。『
内

定
後
研
修
』
の
テ
キ
ス
ト
は
す
べ
て
手
作
り

で
す
。
作
成
し
た
も
の
に
対
し
私
自
身
、
自

信
が
も
て
な
い
こ
と
も
あ
り
、
各
企
業
に
持

参
し
て
１
年
１
年
改
訂
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
研
修
内
容
を
伝
え
、
テ
キ
ス
ト
を

持
参
す
る
と
、「
多
く
の
高
校
や
大
学
を
知

っ
て
い
る
け
ど
、
こ
の
取
り
組
み
は
聞
い
た

こ
と
が
な
い
」「
こ
こ
ま
で
テ
キ
ス
ト
を
作

り
、
実
施
し
て
い
る
な
ん
て
び
っ
く
り
し
た
」

と
い
う
声
を
聞
き
、
ま
た
相
談
を
し
て
い
た

各
企
業
か
ら
は
、「
で
き
あ
が
っ
て
私
も
う

れ
し
い
」「
人
事
部
全
員
に
回
覧
し
た
」
な

ど
の
声
も
あ
り
、
私
も
完
成
し
た
成
果
を
実

感
す
る
と
と
も
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

●
『
内
定
後
研
修
』
｜
本
校
独
自
の
キ
ャ
リ

ア
教
育　

研
修
内
容
と
は

　

マ
ナ
ー
研
修
と
い
っ
て
も
、
実
際
お
金
を

か
け
て
学
校
に

指
導
者
を
呼
び

実
施
す
れ
ば
よ

い
と
考
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か

し
な
が
ら
３
年

間
生
徒
達
を
指

導
し
て
き
た
教

員
だ
か
ら
こ
そ

生
徒
一
人
一
人

の
個
性
を
理

解
し
て
い
ま
す
。
私
は
外
部
へ
の
依
頼
を
せ

ず
、
テ
キ
ス
ト
を
自
分
で
作
成
し
指
導
し
ま

し
た
。

　

さ
て
『
内
定
後
研
修
』
の
内
容
で
す
が
、

企
業
が
求
め
る
人
材
像
を
鑑
み
る
と
、
一
般

の
社
会
人
マ
ナ
ー
を
た
だ
単
に
実
習
し
、
教

え
る
形
式
だ
け
で
は
何
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
テ
ー
マ
を
「
形
で
は
な
く
心
を
伝
え

る
マ
ナ
ー
」
と
し
、
生
徒
へ
指
導
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　
「
心
を
伝
え
る
マ
ナ
ー
」
と
は
何
か
、
一

例
を
述
べ
ま
す
と
、
３
回
目
に
実
施
す
る
言

葉
遣
い
の
対
応
の
中
で
、「
コ
ピ
ー
を
お
願

い
す
る
と
上
司
に
問
わ
れ
た
と
き
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
る
べ
き
か
」
と
い
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
生
徒
は
「
か
し
こ

ま
り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
お
り
、

口
々
に
答
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

指
導
内
容
と
し
て
は
「
こ
の
場
合
、
何
時

ま
で
に
、
何
部
コ
ピ
ー
が
必
要
か
。
ま
た
ホ

チ
キ
ス
止
め
を
す
る
の
か
、
配
布
す
べ
き
か

ど
う
か
な
ど
、
相
手
が
仕
事
を
す
る
上
で
心

地
よ
く
な
る
よ
う
な
説
明
、
聞
き
方
が
必
要

だ
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
す
。「
か
し
こ

ま
り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
は
挨
拶
程
度
、

そ
の
先
ま
で
見
据
え
た
仕
事
こ
そ
高
校
生
に

必
要
な
心
遣
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
導

し
、
単
に
敬
語
を
使
え
ば
よ
い
と
い
う
形
式

的
な
指
導
で
は
な
い
心
遣
い
の
大
切
さ
を
伝

え
ま
す
。

●
『
内
定
後
研
修
』
｜
生
徒
の
評
価

　

生
徒
は
『
内
定
後
研
修
』
を
受
講
す
る
際
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
初
め
て
知
る
喜

び
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。「
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
多
く
、
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
を
口
々
に
述
べ
ま
す
。「
知
を
得
る
喜
び
」

が
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　

就
業
後
に
話
を
聞
く
と
、「『
内
定
後
研
修
』

で
覚
え
た
挨
拶
を
研
修
に
生
か
し
た
の
で
自

分
に
自
信
が
つ
い
た
」
と
内
定
者
が
述
べ
、

ま
た
企
業
も
「『
内
定
後
研
修
』
の
成
果
は
明

ら
か
に
出
て
い
ま
す
。
高
校
卒
で
す
が
、
大

卒
よ
り
も
挨
拶
が
で
き
、
意
欲
的
に
仕
事
に

取
り
組
み
ま
す
。
大
卒
生
に
ハ
ッ
パ
を
か
け

な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
評
価
を
頂

い
て
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
も
「
全
国
で
初

め
て
の
取
り
組
み
で
び
っ
く
り
し
て
い
る
。

子
供
が
帰
っ
て
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
覚
え
た

よ
と
実
践
す
る
ん
で
す
。
楽
し
い
、
早
く
社

会
に
出
た
い
。
就
業
し
て
も
こ
の
気
持
ち
は

続
く
で
し
ょ
う
ね
」
と
い
う
評
価
を
頂
き
、

私
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

②
何
十
年
も
続
く
生
徒
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ　

　

伝
統
指
導

　

本
校
の
就
職
指
導
の
成
果
と
し
て
、
本
校

を
卒
業
し
就
業
し
た
者
は
、
離
職
率
が
低
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
『
内
定
後

研
修
』
を
導
入
す
る
前
か
ら
、
伝
統
的
な
指

導
を
通
じ
て
生
徒
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

本
校
で
は
就
業
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
業
後
に
就
職
担
当
が
企

業
訪
問
を
し
、
就
業
し
た
生
徒
の
様
子
、
仕

事
内
容
の
確
認
、
企
業
側
の
要
求
に
つ
い
て

保
護
者
と
の
面
談
な
ど
、
就
業
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
伝
統

的
な
本
校
の
就
職
指
導
で
、
代
々
就
職
指
導

主
任
が
受
け
継
い
で
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
生
徒
に
と
っ
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
就
職
指
導
の
結
果
と
し
て
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ト
」
的
な
色
彩
を
強
く
持
っ
て
い
る
、
と
い

う
の
が
私
の
実
感
で
あ
る
。
日
本
の
企
業
は

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
成
果
主
義
・
株
主

重
視
経
営
と
い
っ
た
洗
礼
を
受
け
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
こ
の
特
徴
は
根
強
く
残
っ
て

い
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
特
徴
の
強
固
さ
が
、

成
果
主
義
や
株
主
重
視
経
営
を
押
し
返
し
た

よ
う
に
も
見
え
る
。

　

私
の
専
門
は
人
事
管
理
・
人
材
育
成
で
あ

る
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
先
の
企
業
を
見

て
も
、
図
表
１
で
の
分
類
で
は
左
側
に
当
て

は
ま
る
特
徴
を
強
く
残
し
た
企
業
が
か
な
り

多
い
。
組
織
行
動
論
の
分
野
で
は
、
組
織
に

所
属
す
る
人
間
を
動
か
す
も
の
と
し
て
、
制

度
と
風
土
と
い
う
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
制

度
面
に
お
い
て
、
新
卒
定
期
採
用
、
正
社
員

中
心
主
義
、
職
務
と
期
限
を
定
め
な
い
長
期

雇
用
契
約
と
い
っ
た
各
種
の
特
徴
は
、
批
判

を
受
け
つ
つ
も
今
で
も
強
固
で
あ
る
。
風
土

面
で
も
程
度
の
差
は
あ
れ
、「
本
質
的
に
は

画
一
的
行
動
様
式
を
好
む
」「
会
社
と
個
人
の

高
い
一
体
化
度
を
求
め
る
（
例
え
ば
社
員
寮

の
復
活
な
ど
は
そ
の
典
型
例
だ
ろ
う
）」
と
い

っ
た
ス
タ
イ
ル
を
採
る
企
業
が
多
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
上
で
説
明
し
た
組
織
の
二
類

型
は
あ
く
ま
で
、
説
明
の
た
め
の
枠
組
み
で

あ
る
。
現
実
に
は
ど
の
組
織
も
、
両
面
の
特

徴
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
共
同
体

的
な
色
彩
が
か
な
り
強
い
、
と
い
う
点
が
日

本
企
業
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
企
業
＝
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
論
は
、

昭
和
の
後
半
頃
に
は
盛
ん
に
学
会
や
マ
ス
コ

ミ
で
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年

代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
あ
ま
り
表
立
っ
て
議

　
　

　

こ
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
編
集
部

か
ら
次
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
意
識
を
頂

い
た
。
そ
れ
は
、
企
業
の
人
材
採
用
に
お

い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
と
い
う
概
念
に
、
企
業
と

学
生
の
間
に
認
識
の
ズ
レ
が
あ
る
と
い
う

も
の
、
更
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
に
つ
い
て
の
認
識
に
は
企
業
人
の

間
で
も
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
に

筆
者
も
同
感
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

を
語
る
筆
者
自
身
の
仕
事
経
験
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。
私
の
主
な
仕
事
は
民
間
の

日
本
企
業
を
中
心
と
し
た
各
種
組
織
の
人
事

制
度
・
組
織
風
土
・
人
材
育
成
課
題
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
経
営
幹
部
・
人
事
部
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
な
ど
と
議
論
を
し
て
制
度
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
日
々
の
仕
事
で
あ
る
。

　

仕
事
柄
、
複
数
の
企
業
に
第
三
者
と
し
て

関
わ
り
、
今
ま
で
７０
社
近
く
と
の
お
付
き
合

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
た
め
、
経

営
側
に
立
っ
た
企
業
組
織
の
論
理
は
よ
く
知

っ
て
い
る
。
加
え
て
、
第
三
者
と
し
て
関
わ

る
と
い
う
立
場
の
特
徴
か
ら
、
個
々
の
企
業

を
「
客
観
化
」「
相
対
化
」
し
て
見
る
思
考

法
が
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験

を
持
つ
私
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

に
つ
い
て
の
認
識
も
ま
た
、
あ
る
種
独
特
な

も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
験
に
基
づ

き
今
の
日
本
企
業
の
現
実
に
即
し
た
検
討
を

し
て
み
た
い
。

　

企
業
外
の
教
育
者
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
採
用
支
援
業
者
等
が
発
信
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
企
業
内
の
人
間

が
期
待
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
、
あ
る
部
分
で
大
き
く
す
れ
違
っ
て
い

る
。
そ
の
す
れ
違
い
の
根
底
に
は
、
日
本
人

が
作
る
組
織
が
、
２１
世
紀
の
現
在
に
お
い
て

も
、共
同
体
的
な
色
彩
を
強
く
残
し
て
い
る
、

と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　

更
に
詳
し
く
説
明
す
る
。
組
織
の
性
格
を

説
明
す
る
社
会
学
上
の
概
念
と
し
て
、
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
＝
伝
統
社
会
的
な
共
同
体
、

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
＝
機
能
組
織
と
い
う
概
念

が
あ
る
（
図
表
１
）。

　

日
本
の
組
織
（
厳
密
に
言
え
ば
正
社
員
・

正
職
員
）
は
今
で
も
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

日
本
の
組
織
は
大
半
が

「
共
同
体
的
特
徴
が
強
い
組
織
」

問
題
意
識

図表１　ゲマンインシャフトとゲゼルシャフト 

信頼にみちた親密な 
共同生活 
 
全人格的な関係 
 
 
家族共同体 
 

（弘文堂『社会学事典』より筆者作成） 

ゲマインシャフト ゲゼルシャフト 

相互に独立した 
人間たちの単なる併存 
 
全人格ではない、 
限定的な関係 
 
会社組織 
 

共同体としての日本型組織と
コミュニケーション能力

三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング
組織人事戦略部（東京）
チーフコンサルタント

名藤大樹
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て
語
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　

　
「
良
い
」
大
学
か
ら
「
良
い
」
企
業
へ
就
職

し
た
若
者
た
ち
が
、
入
社
し
て
間
も
な
い
段

階
か
ら
悩
み
葛
藤
す
る
姿
を
活
写
し
た
『
仕

事
漂
流
』（
稲
泉
連
、
２
０
１
０
年
、
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
社
）
と
い
う
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

好
著
が
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
「
企
業
を
、
機

能
的
組
織
だ
と
ピ
ュ
ア
に
信
じ
て
就
職
し
た

若
者
が
、
入
っ
て
か
ら
初
め
て
組
織
の
共
同

体
的
現
実
に
気
づ
き
、
苦
悩
す
る
ケ
ー
ス
」

と
し
て
受
け
止
め
た
。「
そ
ん
な
ギ
ャ
ッ
プ
は

昔
か
ら
あ
る
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
組
織
に
は
共
同
体
的
側

面
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
伝
え
手
・
語
り

手
が
社
会
全
体
の
中
で
か
な
り
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
、
と
い
う
現
状
が
、
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
近
年
一
段
と
大
き
く
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
も
し
仮
に
、
共
同

体
で
あ
る
こ
と
を
、
無
意
識
的
に
「
劣
っ
た

こ
と
」
と
し
て
、
語
り
た
が
ら
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
性
向
が
我
々
に
あ
る
の
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
こ
と
こ
そ
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

現
実
に
向
き
合
い
、
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
語
り
直
す
こ
と
が
「
ギ
ャ
ッ

プ
」
解
消
の
出
発
点
で
あ
る
。

論
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
議
論
が
下
火
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。興
味
深
い
論
点
で
あ
る
。

仮
説
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
そ

う
で
あ
る
こ
と
が
既
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な

り
、
議
論
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
そ
う
で
あ
る

こ
と
を
認
め
た
く
な
い
、
大
っ
ぴ
ら
に
言
い

た
く
な
い
」
か
ら
語
ら
れ
な
い
、
と
も
考
え

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
最
近
は
こ
う
し

た
議
論
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
。

　

共
同
体
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
は
、
機
能
組
織
に
求
め
ら
れ
る
そ

れ
と
は
異
な
る
。
共
同
体
に
お
い
て
は
、「
協

調
性
」「
年
長
者
を
立
て
る
」「
文
脈
・
空
気

を
読
み
取
る
」「
ウ
チ
と
外
を
使
い
分
け
る
」

「
情
緒
的
要
素
を
切
り
落
と
さ
な
い
」「
仕

事
だ
け
で
な
く
、
全
人
格
的
な
交
わ
り
を
行

う
」
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
だ
。
一
方
で
、
機
能
組
織
で
は
、「
言
語

力
」「
上
下
関
係
に
と
ら
わ
れ
な
い
闊
達
な

議
論
」「
短
期
的
な
ア
ピ
ー
ル
力
」「
論
理
の

裏
打
ち
」「
誰
が
言
う
か
よ
り
も
、
何
を
言

う
か
を
重
視
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
の
能

力
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
二
つ
は
同
じ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
言
っ
て
も
似
て
非

な
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
組
織
の
実
態
が
「
共
同
体
」
的

色
彩
が
か
な
り
強
い
、
の
で
あ
れ
ば
、
日
本

企
業
が
（
タ
テ
マ
エ
で
は
な
く
）
本
当
の
意

味
で
求
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
、
共
同
体
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
日
本
の
組
織
が
本
当
に
求
め
て
い
る
能
力

は
、
採
用
等
の
現
場
で
ど
れ
だ
け
強
調
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
学
校
の
就
職

課
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
共
同
体
で

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
な
さ
い
」
と
い
う
要
素
が
、
あ
ま
り

含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
も
そ
も

高
等
教
育
機
関
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
共
同

体
メ
ン
バ
ー
を
育
て
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
西
洋
的
な
近
代
個
人
を
育
て
る
場
所
、

と
し
て
自
己
を
規
定
し
て
い
る
（
と
私
は
理

解
し
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
奨

励
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、

機
能
組
織
に
お
い
て
必
要
な
も
の
と
な
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
新

聞
・
雑
誌
も
、
同
じ
く
会
社
を
「
機
能
組
織
」

と
み
な
し
、
そ
れ
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

よ
う
に
思
え
る
。

　

他
方
、
会
社
側
も
、
自
ら
が
そ
う
し
た
ド

ロ
ド
ロ
し
た
共
同
体
的
な
部
分
を
強
く
持
っ

て
い
る
こ
と
を
あ
ま
り
積
極
的
に
伝
え
て
い

な
い
場
合
が
多
い
。
企
業
に
所
属
す
る
人
間

は
「
タ
テ
マ
エ
」
で
は
、
あ
た
か
も
会
社
は

「
機
能
組
織
」で
あ
る
か
の
よ
う
に
話
す
が
、

実
際
に
は
構
成
員
に
は
、
共
同
体
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。
極

端
な
場
合
に
は
、
採
用
の
募
集
広
告
に
は
、

機
能
組
織
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
だ
け
を
強
調
し
、
面
談
で
こ
っ
そ
り
と

共
同
体
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
見
極
め
る
、
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

誤
解
の
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
き
た
い
が
、

私
は
、
日
本
の
組
織
に
共
同
体
的
側
面
が
強

い
こ
と
に
つ
い
て
、
良
い
こ
と
で
も
悪
い
こ

と
で
も
な
く
、
価
値
中
立
的
な
現
実
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
日
本
人
の
組
織
に
は
強
み

が
あ
る
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ
の
強
み
は
、

こ
の
特
徴
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
「
強
み
が
あ
っ
た
」
か
ら

と
い
っ
て
将
来
も
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
か
は

別
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
必
要
な
こ

と
は
、
関
係
者
が
現
時
点
の
こ
う
し
た
特
徴

を
直
視
し
、
よ
り
率
直
に
、
求
職
者
に
対
し

共
同
体
に
お
い
て
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

「
表
立
っ
て
語
ら
れ
な
い
」

共
同
体
的
側
面

名藤　大樹（なとう　ひろき）
三菱ＵＦＪリサーチ&コンサルティング
組織人事戦略部（東京）　
チーフコンサルタント

一橋大学商学部卒業。一橋大学大

学院商学研究科経営学修士コース

修了。組織人事戦略の分野で民間

企業、官公庁等に対するコンサル

ティング業務に携わる。テーマと

しては、賃金・評価などの人事制

度の再構築に加え、組織開発、人

材育成なども手掛けている。

図表２　コミュニケーション観のギャップ 

 
（筆者作成） 
 

日本企業が本音で期待している要素 

機能組織的 
コミュニケーション 

共同体的 
コミュニケーション 

機能組織的 
コミュニケーション 

ギャップ 
ミスマッチ 
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こ
と
で
評
価
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
仕
事
を
す
る
上
で
対
外
的
に
は
ど
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
か
。

　

当
社
で
は
２
つ
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
を
設

け
、
各
人
の
希
望
・
適
性
に
応
じ
て
選
択
で
き

る
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
「
管
理
者
コ

ー
ス
」
で
は
、
管
理
職
と
し
て
部
下
を
指
導
し

組
織
を
引
っ
張
っ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
す
が
、
潜
在
能

力
、
素
地
を
備
え
て
い
れ
ば
、
本
人
が
仕
事
を

し
て
い
く
中
で
発
展
さ
せ
て
い
け
ま
す
。
も
う

一
つ
の
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
」
は
、
研

究
開
発
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
専
任
す
る
コ
ー
ス

で
、
専
門
技
術
が
大
切
で
す
。
職
人
的
で
あ
っ

て
い
い
。
交
渉
な
ど
の
場
面
で
は
営
業
と
連
携

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
特
性
に
よ
っ
て
進
ん

で
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
社
に
は
「
３
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
３
つ
の
要
素
を

兼
ね
備
え
た
技
術
者
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

①
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア（System Engineer

）‥

情
報
シ
ス
テ
ム
の
提
案
、
設
計
、
運
用
、
維

持
を
行
う
技
術
者
。

②
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア（Service Engineer

）‥

情
報
技
術
力
の
上
に
、
基
本
的
人
間
力
に
よ

る
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り
高
い
顧

客
満
足
度
を
得
ら
れ
る
技
術
者
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
意
識
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
対
す
る
誠
実
さ
、
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

③
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア（Sales Engineer

）‥

│
│
御
社
の
採
用
・
人
材
育
成
方
針
に
つ
い

て
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。

　

２
０
１
１
年
度
〜
１２
年
度
の
採
用
は
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
中
心
に
新
卒
と
中
途

併
せ
て
４０
名
ほ
ど
の
予
定
で
す
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
経
験
者
の
場
合
は

即
戦
力
と
し
て
経
歴
を
重
視
し
、
そ
の
上
で

２
回
の
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
新
卒

あ
る
い
は
未
経
験
者
の
場
合
は
、
志
望
動

機
・
熱
意
・
意
欲
な
ど
を
見
る
た
め
に
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
か
ら
筆
記
試
験
、
適
性
検

査
、
３
回
の
面
接
な
ど
、
多
面
的
に
人
物
を

評
価
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
学
歴
・
学
部
、
経
験
不
問
で
募

集
し
ま
す
が
、「
入
社
３
年
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
」
を
人
材
開
発
の
指

針
に
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
能
力
・
意
欲
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か

が
評
価
の
基
準
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
社

で
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
売
上
高
１
０
０
億

円
を
達
成
す
る
と
い
う
経
営
目
標
が
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
さ
ら
に
核
と
な
る
幹

部
を
早
急
に
育
成
し
て
体
制
を
強
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
や
る
気
・
実
力
に
よ
っ
て

は
年
齢
や
勤
続
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
役
職
へ

の
登
用
も
大
胆
に
行
い
ま
す
。

　

技
術
に
関
し
て
は
、
未
経
験
者
で
も
一
か

ら
学
べ
、
段
階
に
応
じ
て
成
長
で
き
る
よ
う

研
修
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
意
欲

の
高
い
人
は
お
お
む
ね
自
己
啓
発
し
て
ど
ん

ど
ん
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
う

い
う
社
員
に
は
相
応
の
レ
ベ
ル
の
高
い
仕
事

を
用
意
し
ま
す
し
、
社
の
方
針
と
し
て
入
社

１
年
目
で
も
「
や
っ
て
み
ろ
」
と
厳
し
い
仕

事
を
任
せ
、
そ
の
中
で
早
期
の
成
長
を
促
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

│
│
面
接
を
し
て
い
て
ど
う
い
う
こ
と
を
お

感
じ
に
な
り
ま
す
か
。

　

面
接
で
見
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
話
が
簡
潔
に

ま
と
ま
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
受

け
答
え
が
冗
長
で
要
領
を
得
な
い
の
は
、
質

問
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
自

信
が
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
答
え
て
い
る
と
す

ぐ
わ
か
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル

す
ら
読
ん
で
な
い
人
も
い
る
。
面
接
に
臨
む

時
に
何
も
準
備
し
て
き
て
い
な
い
。
な
に
か

し
ら
準
備
す
る
と
い
う
の
は
意
欲
の
表
れ
で

す
か
ら
、
そ
れ
が
こ
っ
ち
に
見
え
る
人
は
た

と
え
そ
の
場
で
緊
張
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い

る
場
合
で
も
、
そ
れ
な
り
に
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
大
学
生
は
一
昔
前
と
違
っ
て
あ

ま
り
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
な
い
な
ど
、
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。学
校
行
っ
て
、

バ
イ
ト
行
っ
て
、あ
と
は
家
で
ゲ
ー
ム
、と
か
。

学
園
祭
に
も
活
気
が
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
も
応
募
者
の
潜
在
能
力
と
し
て
見
る
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確
か
に
メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
が
あ
り
、
ツ
ー
ル
と
し
て
う
ま
く
使
い

こ
な
し
て
い
け
ば
便
利
で
す
が
、
そ
の
分
フ
ェ

イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
場
面
が
減
っ
て
き

て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
結
果
、
生
で
対
面
し
た

時
に
適
切
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
人

と
で
き
な
い
人
が
二
分
化
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
あ
ま
り
経
験
を
し
て
い
な
い
人
は

や
は
り
ス
キ
ル
が
磨
か
れ
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ

せ
た
対
応
な
ど
が
苦
手
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
ず
っ
と
フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て
い
て

応
募
し
て
く
る
方
の
中
に
、
ほ
と
ん
ど
ビ
ジ
ネ

ス
・
マ
ナ
ー
の
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
経

験
の
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
う
ん

で
す
。
で
も
経
験
し
て
い
け
ば
マ
ナ
ー
は
身
に

つ
い
て
い
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
キ
ル
も
経
験
に
よ
り
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
経
験
で

あ
る
」
と
思
い
ま
す
ね
。
逆
に
言
え
ば
、
経
験

が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
問
題
で
し
ょ
う
。

　

当
社
で
も
「
３
年
で
リ
ー
ダ
ー
に
」
と
指
針

を
示
す
こ
と
で
、
未
経
験
だ
っ
た
と
し
て
も
意

欲
の
あ
る
人
は
、
入
社
し
て
か
ら
自
分
で
貪
欲

に
知
識
・
技
術
を
吸
収
し
て
進
ん
で
資
格
を
取

っ
た
り
、
難
度
の
高
い
仕
事
の
経
験
を
積
ん
で

い
っ
た
り
し
て
、
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
っ
て
い

ま
す
。
既
存
の
社
員
も
「
う
か
う
か
し
て
い
ら

れ
な
い
」
と
刺
激
さ
れ
ま
す
。

　

私
と
し
て
も
、
社
員
が
自
己
啓
発
し
、
よ
り

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
し
く
み
を
整
え

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
会
社
と
し
て
は
、
ス
キ

ル
・
志
を
高
め
た
人
に
は
そ
の
成
長
に
見
合
っ

た
レ
ベ
ル
の
高
い
仕
事
を
す
る
機
会
を
用
意
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

情
報
技
術
だ
け
で
な
く
顧
客
へ
の
提
案
、

販
売
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
営
業

戦
略
を
立
案
で
き
る
技
術
者
。

　

現
場
に
常
駐
し
て
い
る
時
に
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
受
け
取
る
情
報
を
営
業
と
連
携
し
て

次
の
仕
事
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
営
業
的

視
点
を
備
え
る
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

会
話
か
ら
情
報
を
得
る
と
か
、
プ
レ
ゼ
ン
で

ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
地
道
に
交
渉
し
て
商
談

を
進
め
た
り
、
と
い
っ
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
・
や
り
方
を
生
か
し
て
も
ら
え
ば
い
い
。

　

以
前
は
、
や
は
り
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
タ

イ
プ
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
サ

ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、

挨
拶
な
ど
の
マ
ナ
ー
か
ら
大
切
に
し
よ
う
、

と
。
今
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
非
常
に
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

│
│
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
は
い

か
が
で
す
か
。

　

も
ち
ろ
ん
人
事
考
課
で
は
、
連
絡
、
相

談
、
報
告
な
ど
の
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

キ
ル
も
評
価
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
月
に
１
度
、
社
員
全
員
が
集

ま
る
「
全
体
会
議
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
エ

ン
ジ
ニ
ア
は
現
場
で
常
駐
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
部
署
内
の
連
携
、
横
の
つ
な
が

り
が
な
か
な
か
な
い
。
そ
の
ま
ま
だ
と
派
遣

会
社
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の

で
、
皆
で
集
ま
っ
て
意
思
の
疎
通
、
意
識
の

統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
化
委
員
会
、
部
活
委
員
会
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
委
員
会
な
ど
２０
以
上
の
「
委
員
会
」
が

あ
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
社
員
が
集
ま
り
活

動
す
る
こ
と
で
、
部
署
横
断
的
な
社
内
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
す
。

　

当
社
で
は
親
睦
行
事
も
盛
ん
で
、
新
入
社

員
歓
迎
会
、
夏
季
イ
ベ
ン
ト
（
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
大
会
等
）、
社
員
旅
行
、
忘
年
会
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

│
│
国
際
的
な
採
用
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
ね
。

　

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
当
社
現
地
法
人
で

採
用
し
、
１
年
間
現
地
で
日
本
語
を
含
め
研
修

後
、
来
日
し
日
本
で
３
年
勤
務
し
ま
す
。
そ
れ

を
繰
り
返
し
て
、
い
ず
れ
は
帰
国
し
て
現
地
法

人
の
幹
部
に
登
用
し
ま
す
。
お
互
い
が
文
化
の

違
い
を
理
解
し
た
上
で
、
ど
う
い
う
人
間
な
の

か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
一
緒
に
仕
事
を

し
て
い
れ
ば
、
「
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
」
仲

間
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
に
な
る
。
試
行
錯
誤
の
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
現
地
で
の
仕
事
を
進
め
る
際
に
は
２
ヵ
国

語
に
長
け
た
人
間
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
特

に
ブ
リ
ッ
ジ
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
仲
立
ち
）
を
頼
む

必
要
が
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

│
│
最
近
よ
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
が
人
材
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
が
多
様
化

し
、
組
織
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
Ｉ
Ｔ
企

業
で
の
こ
と
で
す
が
、
隣
同
士
に
座
っ
て
い

る
社
員
で
も
連
絡
・
伝
達
を
す
べ
て
メ
ー
ル

で
済
ま
せ
、
チ
ャ
ッ
ト
状
態
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や

は
り
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
ね
。

　

今
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
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保
育
士
と
し
て
仕
事
を
進

め
て
い
く
上
で
大
き
な
収

穫
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
ま

す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
机
の
上
で
教
科
書

で
学
ん
だ
内
容
と
自
分
の

目
の
前
に
い
る
子
ど
も
と

で
は
全
く
違
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
個
性
を
持

ち
、
日
に
よ
っ
て
体
調
も

違
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合

っ
た
接
し
方
が
必
要
で

す
。
ま
た
お
子
様
を
私
た

ち
に
託
し
て
く
だ
さ
る
保

護
者
様
へ
の
対
応
も
と
て

も
大
切
で
す
。
学
校
で
学

ん
だ
知
識
だ
け
で
は
、
そ

う
し
た
こ
と
に
十
分
に
対

処
す
る
の
は
難
し
い
。

　

仕
事
を
通
し
、
経
験
を
積
む
中
で
よ
り
適

切
な
対
処
法
が
培
わ
れ
て
き
ま
す
。
経
験
が

自
分
を
成
長
さ
せ
る
…
こ
れ
は
保
育
に
限
ら

ず
、
ど
ん
な
仕
事
に
も
言
え
る
こ
と
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
「
朝
霞
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
」
で
は
保
育

士
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
す
る
の
か
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

大
日
方　

私
た
ち
は
「
『
に
ん
げ
ん
力
』
を

育
て
る
保
育
園
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
野
外
体
験
を
重
視
し
、
毎
日

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
ど
ろ
ん
こ
農
園
で
、

い
っ
し
ょ
に
畑
仕
事
を
し
ま
す
。
収
穫
物
を

使
っ
て
料
理
も
し
ま
す
。

　

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
培
う
た

め
、
園
外
で
す
れ
違
っ
た
人
と
は
挨
拶
を
交

わ
す
こ
と
を
約
束
し
、
商
店
街
ツ
ア
ー
な
ど

を
企
画
し
て
地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

園
庭
に
は
遊
具
を
置
か
ず
、
自
分
た
ち
で

遊
び
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。
こ
の
と
き
保
育
士
は
「
遊
び
の
リ

ー
ダ
ー
」
と
な
り
、
実
際
に
遊
び
方
を
見
せ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
力
を
引
き

出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
歌
を

歌
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ

た
り
、
体
操
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ほ
か
に

│
│
短
大
卒
業
後
、
保
育
関
係
の
専
門
学
校

に
進
み
、
卒
業
と
同
時
に
保
育
士
の
資
格
を

取
得
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ど
ん

な
思
い
か
ら
保
育
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と

考
え
ら
れ
た
の
で
す
か
。

大
日
方　

短
大
で
は
保
育
と
は
直
接
に
関
係

な
い
学
科
で
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
も
と
も

と
保
育
の
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
の
で
、
専

門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
と
専
門
学
校

に
進
ん
だ
わ
け
で
す
。

　

な
ぜ
保
育
の
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
か
と

い
え
ば
、
人
間
が
成
長
す
る
上
で
最
も
大
切

な
時
期
で
あ
る
幼
児
期
に
関
わ
り
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
自
分
が
関
わ
る
こ
と
で
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長
を
少
し

で
も
手
助
け
で
き
た
ら
…
そ
ん
な
思
い
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

│
│
専
門
学
校
で
学
ば
れ
た
こ
と
が
実
際

の
お
仕
事
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。
ま
た
、

ギ
ャ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

大
日
方　

専
門
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
で
役

立
っ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
前
で
歌
う
と

か
、
あ
る
い
は
絵
本
を
読
む
と
か
と
い
っ
た

保
育
技
術
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を

呼
び
起
こ
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
に
は
ど

ん
な
こ
と
が
大
切
か
を
習
得
で
き
た
の
は
、

人
間
の
成
長
に
と
っ
て

大
切
な
幼
児
期
に
関
わ
り
た
い

●「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html

朝霞どろんこ保育園の園舎。園庭には遊具を置かず、小高い山を設けるなど、子ども
たちが自分で遊びをつくりだすことを目指す。

おおひなた・りょうこ●東京都生まれ。短大卒業後、保育関係の専門学校に進み、保育士
となる。幼稚園教諭を経て、（株）ゴーエストが運営する自然体験型保育園「メリー★ポ
ピンズ」に保育士として勤務。後に同社の関連企業である社会福祉法人どろんこ会が運
営する「朝霞どろんこ保育園」開設と同時に園長に就任。その後、出産休暇を経て復職。

大日方亮子さん

　大日方さんは、人間成長にとって重要な意味を持つ幼児期を支える仕
事に携わりたいと保育士を志しました。現在は保育園の園長を務め、よ
りよい保育環境の実現を目指し奮闘しています。

命を預かる
大きな責任を自覚し、
子どもの成長をサポート

子
ど
も
た
ち
が
い
っ
そ
う
楽
し
く
な
る

よ
う
に
工
夫
を
重
ね
る

● 朝霞どろんこ保育園　園長（保育士）
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は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
こ
の
保
育
園
の
開
設
以
来
園
長
を

務
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、保
護
者
の
方
々

か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
保
育
園
を
つ
く
ろ
う
と
努
力
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
す
ば
ら

し
い
保
育
園
を
つ
く
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
お
預
か
り
し
た
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

│
│
母
親
と
な
ら
れ
、
仕
事
に
対
す
る
意
識

に
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

大
日
方　

こ
れ
ま
で
は
保
育
士
と
し
て
プ
ロ

の
目
線
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
母
親
と
な
り
、
お
母
さ
ん
の
立
場
が

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
プ
ロ
の
目
線
に
加
え
て
母
親
の
目
線
で

子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
│
保
育
士
を
目
指
す
若
者
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
日
方　

保
育
士
と
は
命
を
預
か
る
職
業
な

の
だ
と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
今
後
社
会

を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
、
人
間
と
し

て
成
長
す
る
の
に
き
わ
め
て
大
切
な
時
期
を

託
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
大
き
な
責
任
を
自

覚
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
実
際
の
仕
事
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

も
排
泄
の
介
助
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
身
の

周
り
の
世
話
も
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
保
護
者
様
と
の
情
報
の
交
換
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
保
育
士

は
お
子
様
を
お
預
か
り
す
る
と
き
、
そ
の
日

の
朝
の
お
子
様
の
様
子
を
伺
い
、
体
調
を
確

認
し
ま
す
。
ま
た
お
迎
え
に
来
ら
れ
た
と
き

は
、
園
で
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
た
ら
清
掃
と
明
日
の

準
備
を
し
、
季
節
に
応
じ
た
飾
り
つ
け
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ほ
か
に
書
類
の
作
成
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

│
│
お
仕
事
の
中
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
心
が

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

大
日
方　

子
ど
も
た
ち
が
ケ
ガ
な
ど
し
な
い

よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
「
明

日
も
保
育
園
に
来
た
い
な
」、あ
る
い
は
「
保

育
園
は
楽
し
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
常
々
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
畑
仕

事
な
ど
の
中
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

工
夫
を
し
ま
す
。
ま
た
ど
ん
な
飾
り
つ
け
を

し
た
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
行
事
を

い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
な
ど
、
思
い
を
め
ぐ
ら
し
ま
す
。

│
│
お
仕
事
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

大
日
方　

日
々
、
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
本
当
に
子
ど
も
た
ち
は
、
１
日
１
日

成
長
す
る
の
で
す
。
昨
日
の
Ａ
ち
ゃ
ん
は
今

日
の
Ａ
ち
ゃ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
昨
日
、
鉛
筆
を
持
て
な
か
っ
た
子
ど
も

が
、
今
日
は
鉛
筆
を
手
に
し
て
何
か
を
書
こ

う
と
す
る
。
お
座
り
が
で
き
な
か
っ
た
子
ど

も
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
成
長
は
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
す
る
姿
を

見
た
と
き
、
人
間
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
切

な
時
期
を
託
さ
れ
た
と
い
う
責
任
感
を
改
め

て
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
と

喜
び
を
感
じ
ま
す
。

│
│
厳
し
さ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

大
日
方　

厳
し
さ
と
い
う

よ
り
も
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
が
…
。
近

年
、
青
少
年
の
犯
罪
が
目

立
ち
ま
す
。
そ
う
し
た
ニ

ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
に
つ

け
、
お
預
か
り
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
い

っ
そ
う
強
く
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
私
た
ち
保
育
士
は

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

│
│
ご
出
産
の
後
、
育
児
休
暇
を
取
ら
れ
て

復
職
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
今
の
日
本
で

は
出
産
を
契
機
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
復
職
に
は
ど
ん
な
思
い

が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

大
日
方　

確
か
に
出
産
を
き
っ
か
け
に
仕
事

を
辞
め
る
女
性
が
少
な
く
な
い
の
は
事
実
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
結
婚
や
出
産
の

後
も
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
は
大
切

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
広
ま
っ
て
い
る
の
で

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
に

間
近
で
接
す
る
喜
び

保
育
士
と
母
親
の
2
つ
の
視
線
で

子
ど
も
を
見
守
る

朝霞どろんこ保育園では、子どもたちが生き物と接することが重要だと考え、ヤギを飼っ
ている。園児たちは餌やりなど動物の世話をする。



職業研究　2011　冬季号 １４

　　

小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
田
急
グ

ル
ー
プ
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
と
し
て

１
９
６
６
年
に
設
立
さ
れ
、
実
績
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
ビ
ル
総
合
管
理
を
中
心

に
、
上
記
「
事
業
内
容
」
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
「『
快
適
空
間
』

の
創
造
」
を
企
業
理
念
と
し
て
お
り
、
こ
れ

を
実
現
で
き
る
人
材
像
と
し
て
「
知
識
と
技

術
力
を
伸
ば
せ
る
人
」「
お
客
様
の
視
点
で

発
想
で
き
る
人
」「
だ
れ
か
ら
も
信
頼
で
き

る
人
」
の
３
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

同
社
に
は
研
修
機
関
と
し
て
小
田
急
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
技
術

力
・
能
力
開
発
の
面
か
ら
先
述
の
３
項
目
に

適
う
人
材
の
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ま
た
Ｏ
Ｂ
Ｓ
職
業
訓
練
校
が
あ
り
、
建

築
物
設
備
管
理
科
と
建
築
物
清
掃
管
理
科
の

２
学
科
を
設
け
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

ビ
ル
管
理
業
務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

新
入
社
員
は
研
修
セ
ン
タ
ー
で
１２
日
間

に
わ
た
り
、
会
社
の
概
要
や
業
務
の
内
容
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
、
現
場
を
訪
問
し
て
仕
事
の
基
礎
を
学
び

ま
す
。
新
人
研
修
に
つ
い
て
総
務
部
次
長
兼

教
育
担
当
課
長
で
Ｏ
Ｂ
Ｓ
職
業
訓
練
校
校
長

を
兼
務
す
る
松
井
邦
彦
さ
ん
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。

　

「
各
部
署
に
配
属
さ
れ
る
と
、
勤
務
地
が

離
れ
て
い
た
り
仕
事
の
性
質
か
ら
交
流
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
新
人
研
修
は

同
期
の
仲
間
意
識
を
醸
成
す
る
の
に
大
切
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
た
ち
も
、
研
修
前
に
顔
と
名
前
を

覚
え
、
彼
ら
に
対
し
て
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
の
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

配
属
後
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
た
ち
が
年
２
回
、各
部
門
を
訪
れ
新
人
た

ち
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
話
し
合
い
を
持
ち
ま
す
。

　
「
新
人
た
ち
は
、
職
場
に
ま
だ
慣
れ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
す
。
親
身
に
な
っ
て
彼
ら
の
相
談

に
の
る
こ
と
で
、
早
期
退
職
の
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
今
後
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機

能
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
松
井
さ
ん
）。

　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
ほ
か
、
中
堅
社

員
や
職
場
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
階
層
別

研
修
や
資
格
取
得
を
目
指
し
た
研
修
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
で
認
め
た
資
格
を
取

得
し
た
場
合
に
は
報
奨
金
が
授
与
さ
れ
る
ほ

か
、
資
格
手
当
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

各
部
門
で
も
独
自
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
が
行
わ

れ
ま
す
。
各
部
門
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に

応
じ
た
教
育
計
画
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
て
、
所
属
者
た
ち
の
い
っ
そ
う
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
、「『
快
適
空
間
』
の
創
造
」

が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
人
研
修
に
際
し
て
講
師
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
考
え
に
従
っ
て
教
え
て
い
た

の
で
、
内
容
や
レ
ベ
ル
の
均
一
化
に
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
人
研
修
を
担
当
す
る
中

堅
社
員
を
対
象
に
Ｔ
Ｗ
Ｉ
‐
Ｊ
Ｉ
（
監

督
者
訓
練
│
仕
事
の
教
え
方
）
を
取
り

入
れ
た
研
修
を
実
施
し
、
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
研
修

セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、
研
修
を
受
け

る
の
は
社
員
た
ち
の
負
担
感
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
担
当
者
が

各
職
場
に
出
向
い
て
研
修
を
行
う
な
ど
、
社

員
た
ち
の
負
担
軽
減
を
図
る
工
夫
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
総
務
部
に
所
属
し
、
研
修
セ
ン

タ
ー
の
専
任
教
師
と
Ｏ
Ｂ
Ｓ
職
業
訓
練
校
副

校
長
を
兼
務
す
る
西
川
明
夫
さ
ん
は
、
「
例

え
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）研
修

で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
機
器
を
持
参
し
て
各
職

場
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
で

き
る
限
り
社
員
た
ち
が
負
担
を
感
じ
な
い
よ

う
な
研
修
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
そ
の
効
用
を
指
摘
し
ま
す
。

　

松
井
さ
ん
は
、
研
修
の
目
指
す
べ
き
方
向

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

 

「
今
後
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
日
々
の
業

務
を
こ
な
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
多
様
化
す

る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
コ
ス

ト
や
環
境
を
考
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
は

そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、
研
修
機
能
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
。

研
修
機
関
を
設
け
、

人
材
を
育
成

わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発

本社所在地：東京都渋谷区
事業内容：ビル総合管理 / 建設工事 / プロパティ
マネジメント / 地域冷暖房運転管理 / 食品リサイ
クル事業 /店舗営業・各種サービス /水処理事業
従業員：769 名

新
人
た
ち
を
き
め
細
か
に

フ
ォ
ロ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

新
た
な
試
み

研修センターを中心に、研修センターを中心に、
企業理念を体現する企業理念を体現する
人材の育成を目指す人材の育成を目指す
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自己理解・職業理解を深めて
就職活動を

企
業
研
修
の
現
場
か
ら 

食
品
メ
ー
カ
ー
人
事
部
長

山
田
尚
登

　

私
は
研
修
で
あ
っ
て
も
採
用
で
あ
っ
て
も
、

人
材
を
長
期
的
な
視
野
で
育
成
し
成
長
さ
せ

る
こ
と
が
企
業
の
発
展
だ
と
い
う
観
点
で
お

こ
な
っ
て
き
た
。
昨
年
末
か
ら
私
の
勤
務
す

る
会
社
で
は
中
途
採
用
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
採
用
で
も
、
数
年
後
に
当
社
で
活
躍
し

て
く
れ
る
社
員
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
面
接

し
て
い
る
。
そ
う
い
う
面
接
は
応
募
者
に
は

失
礼
か
と
思
う
が
、
あ
る
意
味
楽
し
い
。
私

と
袖
振
り
合
っ
た
人
材
が
「
活
躍
し
て
い
る

よ
」
と
い
う
評
価
を
耳
に
す
る
と
き
、
こ
の

仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
。

　

さ
て
、
先
日
、
中
途
採
用
募
集
に
応
募
し

て
き
た
男
性
と
面
接
し
た
。
履
歴
書
に
は
大

学
卒
業
後
２
年
間
の
空
白
が
あ
っ
た
。
難
し

い
資
格
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
期
間
だ
と
い

う
。
残
念
な
が
ら
目
標
は
果
た
せ
ず
に
あ
る

会
社
に
就
職
。
そ
の
会
社
で
は
新
卒
新
入
社

員
の
入
社
に
合
わ
せ
て
新
人
研
修
に
参
加
さ

せ
て
く
れ
た
が
、
１
年
後
に
は
景
気
悪
化
に

よ
る
人
員
削
減
に
よ
り
希
望
退
職
に
応
じ
た

と
い
う
。
そ
の
後
２
年
間
、
再
び
資
格
試
験

へ
向
け
て
ア
ル
バ
イ
ト
し
な
が
ら
勉
強
に
励

ん
だ
ら
し
い
。
そ
し
て
再
び
断
念
。
ま
も
な

く
再
就
職
し
た
も
の
の
自
分
の
本
当
に
や
り

た
い
仕
事
は
何
か
、
自
分
の
適
性
に
合
う
仕

事
は
何
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
在
籍
し

た
ま
ま
で
は
本
気
に
な
れ
な
い
と
思
い
退
職

し
て
就
職
活
動
し
て
い
る
と
い
う
。

　

大
学
卒
業
後
の
６
年
間
に
２
年
弱
と
い
う

社
会
人
経
験
で
は
、
企
業
の
立
場
か
ら
見
る

と
中
途
採
用
の
対
象
と
す
る
に
は
難
し
い
。

た
と
え
新
卒
採
用
レ
ベ
ル
と
割
り
切
っ
て
受

け
入
れ
る
に
し
て
も
年
齢
的
に
厳
し
い
と
考

え
る
だ
ろ
う
。
日
本
的
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
経
験
や
実
績
を
年
齢
相
応
に
期
待
し

て
し
ま
う
の
が
採
用
担
当
者
だ
ろ
う
し
、
ま

た
、
社
会
人
経
験
は
短
く
と
も
年
齢
相
応
の

処
遇
を
期
待
し
て
し
ま
う
の
が
大
半
の
転
職

希
望
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
応
募
者
に
期

待
す
る
職
務
と
成
果
を
明
確
に
し
、
応
募
者

は
そ
の
期
待
に
動
機
付
け
ら
れ
る
な
ら
年
齢

や
経
験
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、

と
感
ず
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
で
も
よ

い
わ
け
で
は
な
く
企
業
は
年
齢
や
こ
れ
ま
で

の
経
験
・
実
績
を
面
接
や
適
性
検
査
そ
の
他

の
試
験
に
よ
り
確
認
し
応
募
者
を
選
別
す
る
。

採
用
さ
れ
た
者
に
か
か
る
人
件
費
は
コ
ス
ト

で
あ
り
、
コ
ス
ト
を
抑
え
よ
う
と
す
れ
ば
経

験
や
実
績
を
そ
こ
そ
こ
に
年
齢
の
若
い
人
を

採
る
。

　

一
方
、
応
募
者
は
自
分
自
身
の
こ
と
を
よ

く
理
解
し
て
就
職
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
案
外
と
無
頓
着
な
人
も
い
る
。
ま
ず

は
自
分
の
保
有
す
る
能
力
や
適
性
、
経
験
か

ら
培
わ
れ
た
専
門
知
識
や
技
術
、
技
能
、
自

身
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
自
身
に
関
係
す
る
諸

条
件
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
自
己
理
解
な
く
し
て

職
業
の
選
択
は
で
き
な
い
。
と
く
に
新
規
学

卒
者
は
、
加
え
て
仕
事
の
内
容
や
必
要
な
資

格
、
労
働
条
件
な
ど
の
職
業
理
解
と
し
て
職

業
そ
の
も
の
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
理
解
を
深
め
る
に
は
職
業
適
性
検

査
や
職
業
興
味
検
査
な
ど
に
よ
っ
て
測
定
す

る
方
法
が
あ
る
が
個
人
で
検
査
す
る
に
は
難

し
い
。
公
共
職
業
安
定
機
関
や
職
業
紹
介
機

関
、
教
育
機
関
で
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
て
で
も
自
己
理
解
・
職
業
理
解
を
深
め

て
就
職
活
動
を
お
こ
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

採
用
す
る
側
と
さ
れ
る
側
、
双
方
の
思
い

が
一
致
し
た
と
き
採
用
で
き
て
就
職
で
き
る
、

つ
ま
り
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
と
い
え
る
。

　

就
職
希
望
者
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
が
続

い
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
と
も
自
己
理
解
を
深
め

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
企
業
規
模
の
大
小
や
、

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
有
無
に
自
分
の
適
職
が

あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

　

私
の
勝
手
な
思
い
を
本
稿
に
寄
せ
て
１
年
、

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
私
自
身
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
あ
り
、
こ
ん
な
拙
文
を
お
読
み
い

た
だ
い
た
諸
氏
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
機
会
が
あ
る
な
ら
、
各
方
面
の
皆
様

と
お
会
い
し
て
ぜ
ひ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

の
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
た
ら
、
と
念
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
今
後
の
更
な
る
ご
活

躍
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

やまだ・ひさと●電気メーカー人事部長、
人事労務コンサルタントを経て、現在は食品
メーカー人事部長。人事、労務、研修など一
貫して人事畑を歩む。心理カウンセラーでも
ある。中学、高校のスポーツクラブの後援会
役員もつとめ、子供たちとの交流も多い。

プロフィール

vol.２̶４
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そ
し
て
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
就
職

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
員
ス
タ
ッ
フ

が
中
心
と
な
り
、
出
口
支
援
か
ら
見
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
「
就
職
キ
ャ
リ
ア

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
産
学
連
携
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
課
外
講
座
と
し
て
開
講
し
、
社
会

や
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
や
、
他
者
に
働
き
か
け
仕

事
を
行
っ
て
い
く
力
、
ま
た
、
自
己
の
特
性

を
理
解
し
主
体
的
に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
切

り
拓
い
て
い
く
力
等
の
、
社
会
人
と
し
て
必

要
と
な
る
基
礎
的
な
能
力
の
養
成
を
図
っ
て

い
る
。
本
講
座
は
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
現
場

で
使
わ
れ
て
い
る
教
材
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

等
を
用
い
た
実
践
的
な
能
力
の
養
成
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

就
職
活
動
支
援
と
し
て
は
、
「
就
職
は
挑

戦
で
あ
る
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
手
作
り
の
き

め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
３
年
生･

院
生
１
年
の
９
月
下
旬
に
行
う
就
職
・
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
始
め
と
し
て
、
手
作
り
の
各

種
支
援
行
事
を
行
っ
て
お
り
、
学
生
が
直
面

し
て
い
る
問
題
や
進
路
選
択
全
般
に
つ
い
て

「
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
」
を
重
視

し
た
専
任
職
員
に
よ
る
対
面
式
の
個
別
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　　

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
理
系
学
部
で

は
、
生
田
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
室
が
事

務
局
と
な
り
、
理
工
学
部
に
就
職
指
導
委
員

会
、
農
学
部
に
就
職
担
当
委
員
会
が
そ
れ
ぞ

れ
設
置
さ
れ
て
お
り
、
教
員
と
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
各
種
行
事
や
講
座
の
企
画
・
運
営

及
び
学
生
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

理
系
の
就
職
活
動
支
援
の
特
徴
と
し
て
、

理
系
学
生
は
論
理
的
思
考
能
力
が
高
い
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
話
下
手
の
た
め
に
面
接
試
験

な
ど
で
実
力
を
発
揮
で
き
ず
に
終
わ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
「
会
話
力
」
の
向

上
を
目
指
し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
他
大
学
と
も
合
同
で
実
施
）
や
面
接
対

策
を
多
く
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
学
生
が
研
究
開
発
を
含
む

技
術
職
と
し
て
働
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
場
で
の
臨
場
感
や
そ
こ
で
働

く
方
々
の
話
を
聞
き
、
自
分
で
働
く
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
、
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
企
業
の
工
場
や
事
業
所
で
「
見
学
会
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　

一
方
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
は
、
前
述

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
関
連
講
座
と
し
て

理
系
に
特
化
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
講

座
」
を
設
置
し
て
お
り
、
各
業
界
の
一
線
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
技
術
者
を
お
招
き
し
、
①

学
生
が
将
来
設
計
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン

ト
、
②
自
分
な
り
の
社
会
観
・
仕
事
観
を
持

つ
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
講
し

て
い
る
。

　

理
系
で
は
、
学
部
・
専
攻
に
よ
り
希
望
す

る
進
路
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
学
部
・
専
攻

の
特
色
を
踏
ま
え
た
就
職
活
動
支
援
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
成
果
や

実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
深
化
し
た

学
部
・
専
攻
別
の
支
援
行
事
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
実
施
し
た
い
。

●●
明
治
大
学

明
治
大
学

　　
  

（
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

（
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

本学の就職キャリア支援と本学の就職キャリア支援と
理系の取り組み理系の取り組み

理
系
の
取
り
組
み

　

本
学
で
は
、
２
０
０
７
年
度
に
行
わ
れ
た

事
務
機
構
改
革
で
、
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
の
も
と
、
就
職
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
一
体
化
し
、
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
強

化
し
た
の
に
続
き
、
２
０
０
８
年
に
は
和
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
室

を
設
け
、
和
泉
地
区
の
学
生
の
利
便
性
を
高

め
た
。

　

さ
ら
に
２
０
０
９
年
４
月
に
行
わ
れ
た
事

務
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、
就
職
キ
ャ
リ
ア

支
援
部
が
設
置
さ
れ
、
文
系
学
部
は
就
職
キ

ャ
リ
ア
支
援
事
務
室
、
理
系
学
部
に
は
生
田

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
室
が
設
置
さ
れ
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
事
務
室
を
置
く
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
積
極
的
に
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

実
施
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　

本
学
は
、
「
入
口
か
ら
出
口
ま
で
」
の
一

貫
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
と
就
職
活
動
支
援
の
二
つ
を
柱
と
し
て
各

種
行
事
・
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
、
２
０
０
５
年
度

か
ら
学
部
間
共
通
総
合
講
座
（
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
関
連
講
座
）
を
開
講
し
１
年
次

か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
導
入
し
、
ま
た
、

２
０
０
４
年
度
か
ら
続
い
て
い
る
全
学
版
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
①
就
業
体
験

を
通
じ
た
学
習
目
的
の
明
確
化
と
学
習
意
欲

の
喚
起
、
②
高
い
職
業
意
識
を
持
っ
た
職
業

人
や
創
造
的
人
材
の
育
成
、
③
産
業
界
や
地

域
社
会
と
の
交
流
と
相
互
理
解
を
基
本
理
念

と
し
て
、
多
く
の
学
生
を
企
業
・
団
体
に
派

遣
し
て
い
る
。

本
学
の
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
は
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同
校
は
、
創
立
以
来
２
０
０
０
名
を
超
え
る

即
戦
力
を
産
業
界
に
送
り
出
し
て
い
る
。

○
教
育
方
針

　

卒
業
生
の
就
職
先
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
る
理
由
は
、
教
育
方
針
に
あ
る
。

　
「
本
校
は
県
立
の
横
浜
高
等
職
業
技
術
校
を

母
体
と
し
、
長
年
に
わ
た
り
、
優
秀
な
即
戦
力

人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
と
い
う
教
育
方
針
の

下
に
人
材
育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
製
造
業

の
基
盤
と
な
る
５
科
構
成
で
、
短
大
校
に
移
行

し
て
か
ら
も
そ
れ
は
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
の
課
程
で
一
般

大
学
の
４
年
分
に
相
当
す

る
量
の
勉
強
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
座

学
・
実
験
・
実
習
の
連
続

に
な
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
非
常
に
密
度
が
濃
い
で

す
。
ま
ず〝
手
を
動
か
す
〞

と
い
う
教
育
で
す
ね
。
高

度
実
践
技
術
者
と
は
、〝
手

を
動
か
せ
る
技
術
者
〞だ
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
」（
渡
部
信
司
指
導
課
長
）

　

森
敬
子
情
報
技
術
科
副
技
幹
は
、「
私
が
担

当
し
て
い
る
情
報
技
術
科
で
言
え
ば
、
朝
か
ら

晩
ま
で
授
業
で
す(

笑)

。
か
な
り
幅
広
い
内
容

で
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
一
通
り
の
こ
と
は
学

ん
で
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
基
本
が
で
き
て
い

る
の
で
、
入
社
後
の
研
修
期
間
が
通
常
の
新
入

社
員
が
半
年
か
か
る
と
こ
ろ
、
本
校
の
卒
業
生

は
３
カ
月
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

高
度
実
践
技
術
者
と
し
て
送
り
出
す
た
め
の

充
実
し
た
実
習
訓
練
に
よ
っ
て
、
現
場
に
対
応

で
き
る
実
力
が
身
に
つ
く
。

○
就
職
支
援
体
制

　

同
校
は
密
度
の
濃
い
授
業
に
加
え
て
、
手
厚

い
就
職
支
援
体
制
を
誇
る
。
渡
部
指
導
課
長
は

「
就
職
支
援
に
関
し
て
は
、
授
業
を
教
え
て
い
る

担
当
教
員
が
二
人
三
脚
で
学
生
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
、
併
設
し
て
い
る
人
材
育

成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
有
資
格
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
に
は
産
業
技
術
短
期
大
学
校
職

業
能
力
開
発
推
進
協
議
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

本
校
の
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
る
２
７
０
社
く

ら
い
の
企
業
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
本

校
に
と
っ
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
で
、
本
校
の

学
生
を
何
年
も
続
け
て
採
用
し
て
く
れ
て
い
る

企
業
も
あ
り
ま
す
。
推
進
協
の
企
業
に
は
本
校

Ｏ
Ｂ
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
就
職
す
る
学
生
側

の
不
安
も
解
消
で
き
ま
す
」
と
話
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
及
び
企
業
の
強
力
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
あ
っ
て
、
毎
年
ほ
ぼ
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
就
職
率
と
な
っ
て
い
る
。

○
も
の
づ
く
り
の
総
合
教
育
・
訓
練
機
関

　

ま
た
、「
本
校
は
学
生
の
教
育
だ
け
で
な
く
、

企
業
向
け
に
オ
ー
ダ
ー
型
の
社
員
教
育
訓
練
も

実
施
し
て
お
り
、『
人
材
育
成
・
教
育
訓
練
』
の

専
門
機
関
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
神
奈

川
県
の
も
の
づ
く
り
の
総
合
教
育
及
び
訓
練
機

関
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
」
と
渡

部
指
導
課
長
が
話
す
よ
う
に
、
県
別
工
業
生
産

額
が
わ
が
国
第
２
位
で
あ
る
神
奈
川
県
の〝
も

の
づ
く
り
産
業
〞の
一
角
を
支
え
て
い
る
。

　

離
転
職
者
を
主
対
象
と
し
た
訓
練
（
普
通

課
程
等
）を
行
う
職
業
能
力
開
発
校
に
対
し
て
、

同
校
は
新
規
学
卒
者
を
対
象
と
し
た
2
年
間

の
訓
練
（
専
門
課
程
）
を
行
っ
て
い
る
。
学
生

の
ほ
と
ん
ど
が
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
入
校

し
て
く
る
人
た
ち
。
横
浜
市
の
中
央
部
、
旭
区

に
あ
る
同
校
を
訪
ね
た
。

○
高
度
実
践
技
術
者
の
育
成
を
目
指
す

　

相
庭
吉
郎
校
長
に
同
校
の
基
本
理
念
を
伺
っ

た
。

　
「
本
校
は
、
神
奈
川
県
の
先
進

的
産
業
を
支
え
る
実
践
技
術
者

（
専
門
的
な
知
識
と
、
も
の
づ
く

り
の
幅
広
い
高
度
な
技
能
・
技

術
を
持
ち
、
豊
か
な
創
造
力
と

行
動
力
を
兼
ね
備
え
た
課
題
解

決
型
の
人
材
）
を
育
成
し
、
産

業
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
１６

年
に
わ
た
り
実
践
的
な
教
育
を

進
め
、
多
数
の
即
戦
力
人
材
を

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

実
習
機
械
は
学
生
１
人
１
台
と
い
う
環
境
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
実
習
を
重
視
し
た
実
・
学

の
融
合
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
『
高
度
実

践
技
術
者
（
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）』

を
育
成
し
て
お
り
、
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
教
育
理
念
や
訓
練
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら

に
強
力
に
推
し
進
め
て
、
産
業
界
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
人
材
を
育
て
て
い
き
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
を
支
え
る
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
」

職業能力開発
の

現場から
高度実践技術者高度実践技術者
（テクニシャン・エンジニア）（テクニシャン・エンジニア）
を育成するを育成する
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設置・運営●神奈川県
所在地●横浜市旭区中尾2-4-1
設立●平成6年／開校●平成7年
学科●生産技術科・制御技術科・電子技術科・
　　　産業デザイン科・情報技術科
定員●各科とも40名、1学年合計200名
訓練期間●2年

依然として厳しい雇用情勢の中、産業界からは、より現場に直結した技能・技

術を備えた即戦力としての人材が求められている面もある。わが国の技術教育・

技能訓練を担う職業能力開発施設は、職業能力開発促進法で規定されている職

業訓練のための施設。

今回から、それらの施設を紹介しながら、いまどのような教育訓練が行われ、

いかに就職へとつなげているかを探りたい。

神奈川県立産業技術短期大学校
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千葉吉裕

キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら 

⑩
　

２
０
１
０
年
１１
月
４
日
、
広
く
世
界
の
投

資
家
に
読
ま
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
、
あ
と
５
年
で
日
本

は
財
政
破
綻
に
陥
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。
そ
の
根
拠
に
、
か
つ
て
１０
数
％
あ
っ
た

日
本
の
貯
蓄
率
が
現
在
２
％
ま
で
落
ち
て
お

り
、
貯
蓄
を
し
な
い
ア
メ
リ
カ
の
貯
蓄
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
報
道
に
続
き
１１
月
１０
日
、
財
務
省
よ
り
９

月
末
の
政
府
債
務
が
９
０
８
兆
８
６
１
７
億
円

と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
い
う
発
表

が
あ
っ
た
。
な
ん
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
１
７
３
％

と
い
う
数
値
だ
。
果
た
し
て
、
日
本
は
持
ち
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

す
で
に
財
政
破
綻
を
し
た
国
を
見
れ
ば
、
多

く
の
失
業
者
、
切
り
捨
て
ら
れ
る
福
祉
、
イ
ン

フ
レ
と
、
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
職
に
あ
り
つ
け
な
い
若
者
は
、
海
外
へ

と
職
を
求
め
て
移
動
し
て
い
る
と
い
う
。
５
年

後
、
日
本
が
こ
の
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
て
い

な
い
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
だ
。た
だ
、我
々

教
員
は
、
楽
観
的
に
こ
の
予
想
か
ら
目
を
そ
ら

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
が
現
実
に
な
っ

て
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
。
今
、
教

え
て
い
る
子
供
た
ち
が
、
破
綻
し
た
状
態
の
中

で
も
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
今
の

教
育
に
与
え
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

先
日
、
本
校
の
生
徒
向
け
の
進
路
説
明
会

で
こ
の
話
を
し
た
。
我
が
国
の
税
収
と
歳
出
と

債
務
を
次
の
よ
う
に
例
え
た
。

　
「
１
万
円
も
友
だ
ち
か
ら
借
金
を
し
て
い
る

輩
が
、
家
か
ら
４
０
０
円
の
小
遣
い
を
も
ら
っ

て
借
金
を
返
す
こ
と
も
せ
ず
に
、
さ
ら
に
借
金

し
て
、
１
０
０
０
円
の
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
い
る

状
態
、
こ
れ
が
日
本
の
財
政
。
借
り
た
も
の
を

返
す
の
は
常
識
。
こ
の
国
っ
て
危
な
い
と
思
わ

な
い
？
」

　

生
徒
は
危
機
意
識
を
持
っ
た
よ
う
だ
。
５

年
後
と
い
う
と
、
高
校
生
が
大
学
に
進
学
し
、

就
職
活
動
を
す
る
頃
。
そ
の
頃
、
大
学
生
の
就

職
が
回
復
し
て
い
る
な
ど
と
楽
観
し
て
は
い

け
な
い
。
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
今
か
ら

準
備
を
し
て
お
く
よ
う
伝
え
た
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。
他
国
の
教
育
と
日
本
の
教
育
を

比
べ
る
と
、
今
や
日
本
の
教
育
は
、
世
界
の
中

で
も
お
粗
末
な
状
態
。
他
国
は
、
ネ
ッ
ト
社
会

を
見
据
え
て
、個
人
個
人
の
資
質
の
向
上
よ
り
、

集
団
で
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
せ
る
よ

う
な
教
育
を
始
め
て
い
る
。
ま
し
て
、
暗
記
競

争
の
試
験
な
ど
論
外
。ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
時
間

を
か
け
て
暗
記
し
て
い
る
の
は
、時
間
の
無
駄
。

日
本
の
大
学
に
入
る
の
に
必
要
だ
と
い
う
な

ら
、
そ
ん
な
大
学
に
行
か
な
け
れ
ば
い
い
。

　

他
国
の
大
学
と
日
本
の
大
学
を
比
べ
て
み

れ
ば
、
そ
の
現
実
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
他
国

の
大
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、
誰
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
ん
で
い
る
の
か
、
そ
し

て
、ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
か
、

リ
サ
ー
チ
し
、
そ
の
若
者
た
ち
に
負
け
な
い
能

力
を
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
は
、
イ
ン
ド
工
科
大
学
、
香
港
大
学
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
大
学
、
高
麗
大
学
、
延
世

大
学
等
々
。
調
べ
て
み
る
と
わ
か
る
が
、
積
極

的
に
英
語
で
の
授
業
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
も

は
や
、
ア
ジ
ア
で
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
の
英
語
を

話
せ
な
い
の
は
、
日
本
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る

現
実
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
教

育
の
違
い
で
、
世
界
で
通
用
す
る
人
材
に
な
れ

る
わ
け
が
な
い
。
現
実
に
、
日
本
の
企
業
も
日

本
人
以
外
の
採
用
を
増
や
し
て
い
る
。
能
力
の

な
い
日
本
人
は
い
ら
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

  

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

め
ざ
せ
！
」
こ
れ
が
、今
回
の
進
路
説
明
会
で
、

生
徒
に
伝
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、語
学
力
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
異
文
化
理
解
、
職
業
的

専
門
性
、
地
域
的
専
門
性
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ

ン
キ
ン
グ
、
表
現
力
な
ど
を
磨
い
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
よ
く
世
間
で
は
、「
ど
こ
で
」
学
ん

だ
か
を
気
に
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、「
何
を
」「
ど

の
よ
う
に
」「
ど
の
よ
う
な
実
績
の
あ
る
人
か

ら
」
学
ん
だ
か
が
重
要
。
ど
こ
の
大
学
の
出
身

か
よ
り
、
能
力
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
る

か
が
世
界
で
は
問
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
を
考
え
て
学
校

選
び
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
が
破
綻
し
な
く
て

も
、
現
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
必
要
な
こ

と
だ
と
思
う
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
？
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スクールカウンセラー風便り
第１２回

子どもたちの心と疲れ
東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

頃、ＳＣとして子どもたちに接する中で、「心の

自律性の不足」と「心の疲労の蓄積」が、最近感

じることとして前回指摘し、そして、心の自律性について

レポートさせてもらったが、今回は「心の疲労」について

考えてみたい。

　この頃子どもたちが生き生きしていない風景を垣間見る

ことが、以前よりも増えてきたように感じる。子どもは時

代の子、長引く不況や社会全体に漂う閉塞感が、色濃く影

響しているのかもしれない。

　私が勤める学校は、東京都23区内にある。都会の学校

であるが、都会っ子にしては、心と体はよく育っている。

グラウンドが広く、人情がまだ生きている土地柄であるこ

とや、職人等の現業の仕事や店舗を営む自営業の保護者

の方々が多く、身近で額に汗して働く親の姿を日常的に見

たり、それを手伝ったりすることも、身体と心の成長には

良い影響を与えているようだ。

　それは言い方を変えれば、学業成績よりは生きる力を優

先する生き方を示している、ともいってよいであろう。現

に成績には敏感な親が多いこの時代に、「友達や周りの人

と仲良くやってくれれば、成績はそこそこでいい」という

保護者の方が少なくない。

　将来、中国はじめASEAN（東南アジア諸国連合）諸

国、インドやロシアなどの人たちと当たり前に仕事をし、

一緒に暮らす社会が目前に迫っている。小中学校の保護

者の方々にも、フィリピンや中国の方が目立って増えてき

ており、私が関わらせてもらった保護者には、チリやブラ

ジルといった南米の方々もおられた。

　国籍も言葉も考え方や生き方も異なるさまざまな人たち

とうまくやってく能力は、これからの社会を担う青少年た

ちには不可欠である。そういうところから成績よりも人間

関係の力を重要視するのは、望ましい子育て観である。

　それは今回のテーマではないが、そういった深まる国

際社会を生き抜くには、心もタフネスであることが望まれ

る。しかし、日本の子どもたちの心には、疲労の色が年々

濃くなっている。

　北海道大学の伝田准教授が行った興味深い調査があ

る。それは小中学校に通う児童生徒を対象に行った抑うつ

調査で、抑うつ傾向が認められたのは、小学生の7.8％、

中学生では22.8％におよび、全体でも13％の高い割合を示

した（2003年実施、有効回答3,331人）。スウェーデンで

行われた同様の調査では、抑うつ傾向を示した同国の小中

学生の割合は7％（1994年）だった。日本はその約２倍で

ある。また、抑うつ傾向を示した中学生のうち、うつ病の

可能性が高い生徒は4.6％と推計された。

　抑うつ傾向の広がりで憂慮すべきことは、希死念慮に

伴う自殺である。厚生労働省の人口動態調査によると、

10代の死因で、毎年不慮の事故に続いて多いのが、自殺

である。平成21年度は全体の26.2％に上っている。10代で

命を落とした青少年の4人に１人は、自殺が原因なのだ。

　中学生頃になると、発達ステージが安定した学童期か

ら、著しい混乱を経験する思春期に移行する。「人間は

二度生まれる。一度は存在するため、二度目は生きるた

めにである」と思春期を評したのは、フランスの啓蒙思

想家ルソーである。母子分離の時期でもあり、乳幼児期

に積み残し、潜伏していた問題が、自我の目覚めに伴っ

て表面化してくることも多く、またそれと同時に性衝動

が強まることも重なって、破綻行動の危険性が一挙に高

まっていく。

　最近は教師とのコンサルテーションや保護者面接の合

間に、極力各教室を見て回るようにしている。それは破

綻予防のため、元気がない子はいないか、孤立している

子はいないか、休み時間や昼休み、あるいは放課後に観

察するのである。この休み回りのＳＣに寄ってくる顔な

じみの児童生徒も少なくなく、彼らに会うのを、こちらも

内心楽しみにしているところもある。そして、彼らからも

らう生きた新鮮な情報も、SCの仕事に大いに役立ってい

る。

　イギリスの児童精神科医ウイニコットが「混乱の時代」

と呼んだこの思春期を、無事に乗り切ってほしいと、彼ら

の壊れやすく、疲れ気味の心と向き合いながら日々思うの

である。

日
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●「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/career.html

　

定
時
制
高
校
は
４
年
制
の
た
め
、
企
業

へ
の
応
募
は
４
年
生
の
９
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
が
、
遅
く
と
も
３
年
生
の
終
了
時
に
は
就

職
か
進
学
か
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
４
年
生
に
な
っ
て
か
ら
就
職
や
進
学
を

し
た
い
と
言
っ
て
も
、
入
学
金
や
欠
席
日
数

な
ど
で
手
遅
れ
に
な
る
か
ら
で
す
。
特
に
問

題
に
な
る
の
は
、
欠
席
日
数
の
多
さ
で
す
。

前
回
記
し
た
よ
う
に
、
定
時
制
の
生
徒
は
、

家
庭
や
環
境
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

て
、
中
に
は
昼
間
週
６
日
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
生
徒
も
い
て
、
仕
事
疲
れ
で
学
校
を

休
む
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
の
担
当
す
る
定
時
制
高
校
で
は
、
３
年

生
の
１０
月
頃
か
ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
開
始
す

る
た
め
、
早
め
に
進
路
の
目
標
設
定
が
で
き

る
の
で
、
学
校
を
休
ま
ず
出
席
す
る
努
力
や
、

親
と
相
談
し
て
、
入
学
の
た
め
に
貯
金
を
す

る
な
ど
の
対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
人
の
気
持
ち
と
親
の
希
望
が
一
致

し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
早
く
か
ら

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
・
親
・
担

任
教
師
の
認
識
が
共
有
化
さ
れ
、
学
校
で
行

わ
れ
る
三
者
面
談
で
意
思
統
一
が
で
き
る
た

め
、
目
標
に
向
け
て
の
行
動
も
早
く
か
ら
起

こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
校
生
の
場
合
、

親
の
協
力
と
理
解
が
一
番
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

問
題
は
、
就
職
希
望
の
生
徒
達
で
す
。
本

人
の
希
望
と
定
時
制
に
来
る
求
人
に
大
き
な

開
き
が
あ
る
か
ら
で
す
。
い
ま
ま
で
、
定
時

制
生
徒
の
就
職
先
は
、
パ
チ
ン
コ
・
カ
ラ
オ

ケ
・
飲
食
な
ど
少
数
の
業
界
・
職
種
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
定
時
制
に
来
る
求

人
が
こ
れ
ら
の
業
界
・
職
種
に
限
ら
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。
こ
れ
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
先
と

同
じ
で
す
。
せ
っ
か
く
、
本
人
達
が
興
味
の

あ
る
業
界
や
職
種
、
給
与
や
将
来
性
な
ど
詳

細
な
説
明
を
３
年
生
の
時
か
ら
し
て
、
生
徒

も
や
る
気
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
い
ざ
就
職

活
動
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
、
定
時
制
の
生
徒
は
夢
も
希
望
も
な

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
別
に
こ
れ
ら
の
仕
事

が
悪
い
わ
け
で
は
な
く
、
明
確
な
目
標
（
将

来
自
分
の
店
を
持
つ
な
ど
）
が
あ
れ
ば
全
く

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
な
い
場
合

は
、
定
時
制
の
生
徒
に
は
最
初
か
ら
職
業
を

選
ぶ
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
は
、
全
日
制
に
来
る
求
人
票
か

ら
生
徒
達
に
希
望
す
る
企
業
を
選
ん
で
も
ら

い
、
会
社
見
学
も
見
学
時
に
見
落
と
し
が
な

い
よ
う
に
、
独
自
に
作
成
し
た
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
持
っ
て
行
き
、
仕
事
に
必
要
な
要

点
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。
生
徒
達
も
自

分
が
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
だ
ん
だ
ん
で
き
上
が

り
、
自
分
か
ら
仕
事
内
容
に
つ
い
て
企
業
の

担
当
者
に
質
問
を
す
る
な
ど
積
極
的
な
行
動

を
起
こ
し
、
採
用
担
当
者
に
顔
を
覚
え
て
も

ら
え
た
こ
と
で
、
本
番
の
面
接
時
に
も
よ
い

印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

進
学
組
も
、
就
職
組
も
希
望
先
が
決
ま
っ

た
ら
、
そ
こ
に
合
わ
せ
た
面
接
や
試
験
対
策

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
試
験

で
は
、
全
日
制
の
生
徒
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
定
時
制
の
生
徒
の
利
点
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
い
限
り
、
成
績
や
欠
席
日
数

な
ど
で
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
幸
い
企
業
で

採
用
も
担
当
し
て
い
た
立
場
か
ら
、
就
職
希

望
の
生
徒
に
は
、
ど
こ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

け
ば
企
業
側
か
ら
評
価
を
得
ら
れ
る
か
、
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
早
め
に
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
で
、
進

学
や
就
職
に
対
し
て
高
い〝
意
識
〞を
持
っ
て

い
る
た
め
採
用
側
に
入
学
・
就
職
へ
の
意
欲

が
伝
わ
り
、
欠
席
日
数
の
多
さ
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

当
然
、
不
採
用
の
連
絡
も
入
り
ま
す
。
本

人
は
頑
張
っ
た
だ
け
に
相
当
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
す
の
で
、
励
ま
し
、
慰
め
な
が
ら
次
の

応
募
先
を
探
し
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ
年
齢

的
に
若
く
繊
細
な
の
で
、
傷
つ
け
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
進
め
な
い
と
、

こ
の
時
点
で
投
げ
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
高

校
生
を
支
援
す
る
場
合
、
こ
の
時
点
で
の
サ

ポ
ー
ト
が
一
番
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
本
人
に
あ
き
ら
め
の
気
持
ち
を
持

た
せ
な
い
こ
と
で
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
度
も
進
学
・
就
職

希
望
者
は
、
ほ
ぼ
全
員
入
学
・
就
職
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
嬉
し
い
こ
と
に
フ
リ
ー

タ
ー
で
も
よ
い
と
言
っ
て
い
た
生
徒
達
も
、

就
職
や
進
学
を
希
望
し
始
め
た
た
め
、
卒
業

ま
で
に
全
員
進
路
が
決
ま
る
よ
う
支
援
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
は
「
教
育
現
場
」「
企
業
」
と
「
家
庭
」

が
今
以
上
に
協
力
し
合
っ
て
、
個
々
の
キ
ャ

リ
ア
育
成
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
橋
渡
し
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
力
に
な
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

仕事に対する“意識”を高める
（高校生編）②

キャリアカウンセリングの現場から vol.１７̶４

ハローワーク、定時制高校　就職支援相談員
　（２級キャリア・コンサルティング技能士）

栗田　稔

２０



［導入編］
GATB（事業所用）を効果的に活用するには

人材の採用・配置のための
職業適性検査セミナー

 ●お申込み・お問い合わせは   　　　 
社団法人 雇用問題研究会　普及促進部　　〒104-0033 東京都中央区新川1－16－14　電話 03-3523-5182　FAX 03-3523-5187
http://www.koyoerc.or.jp

＊ 日程等変更することがありますので、詳しくはホームページでご確認ください。

事業所での採用・配置等に有効なアセスメント・ツール「厚生労働省編一
般職業適性検査（GATB）」を正しく、効果的にご活用していただくためのセ
ミナーです。基礎理論を中心に、検査の実施方法・活用の仕方などを解説
します。

主　催
社団法人 雇用問題研究会

日　時

2月24日（木） 13:30～16:30
受講料
5,000 円（税込）資料代別途
●資料代
ＧＡＴＢ　手引 1,200 円 （税込・セミナー特価）
ＧＡＴＢ（Ｔ版）用紙 300 円 （税込・セミナー特価）

会　場
社団法人 雇用問題研究会会議室（東京）

対　象
○採用・選考のための検査をお探しの人事・総務等採用ご担当者
○導入を検討している上記ご担当者

内　容
１　GATB（事業所用）の概要・理論
２　検査用紙の種類と器具検査
３　紙筆検査の実施法
４　下位検査の進め方
５　結果の整理と解釈
  ①採点の留意点②結果の整理③結果の解釈と活用

講　師
社団法人 雇用問題研究会　普及促進部　山形時雄、日吉恵子 

定　員
20 名（定員になり次第締め切ります。）

2011 G A T B  S e m i n a r

ＧＡＴＢ：General Aptitude Test Battery
厚生労働省編一般職業適性検査（事業所用）

事業所内の雇用管理のさまざまな場面でご利用いただくこと
を目的に研究・開発され、一人ひとり異なる能力と職業との
適合性（マッチング）を客観的に測定する科学的用具とし
て、わが国で広く活用されている検査です。

■測定するもの
仕事を遂行する上で必要な知識や技能を身につける基
盤となる能力
■検査からわかること
①能力面からみた個人の特徴
②個々の職業との適合性
■検査の活用場面
採用選考……
採用職種を遂行する際に必要な基盤となる能力の有無
を測定することができます。
配置…………
新入社員の能力特徴を生かした配置先を検討する際に
活用できます。
再配置………
従業員の能力適性を生かせる職種を、あらためて幅広く検
討するために活用できます。
能力開発……
従業員個人が自己の能力特徴を理解することを促進し、
学習計画を立てたり、キャリアプランを作成するために活
用できます。



お申込みは、ＦＡＸ、お電話、ホームページで

■問題用紙 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 160円
　　　　　　　　 　　　 （平成23年３月末まで150円） 
■回答用紙（高校生以上用／中学生用）̶  30円 
■結果の見方・生かし方（ワークシート）̶ ̶ 80円 
　　　　　　　　　 　　　（平成23年３月末まで70円）

■手引̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶1,300円
　　　　　　　　　 　 （平成23年３月末まで1,260円）

■コンピュータ判定料̶̶̶̶̶̶̶̶ 240円 
　（アドバイスシート付き）
 ［消費税込み］

社団法人 雇用問題研究会 〒104-0033 東京都中央区新川 1－16－14
●電話 03-3523-5181 ●FAX 03-3523-5187 ●ホームページ http://www.koyoerc.or.jp

職業レディネス・テストは、1972年の公表以来、学生・生徒の進路指導、職
業指導のためのアセスメント・ツールとして、全国の中学、高校、専門学校、技術
専門校、短大、大学等で広く活用され、好評をいただいております。2006年に
改訂［第３版］が完成しました。
６つの職業領域（現実的、研究的、芸術的、社会的、企業的、慣習的）への
興味・自信と３方向の日常行動特性（対情報、対人、対物）から、職業興味、
基礎的志向性と職務遂行に関する自信度の特性を知ることができます。

将
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独立行政法人　労働政策研究・研修機構

結果の見方・生かし方（ワークシート） コンピュータ判定
「結果の見方・生かし方」（ワークシート）は、
WORK１、２、３、WORKプラスという４つの
ワークで、授業時間内に学生・生徒が自分で
結果の整理をしながら解釈を深めることがで
きます（A4判／６ページ）。

コンピュータ判定結果は、個人別検査結果票
とクラス別検査結果一覧表の２種類のデータ
を提供します。個人別検査結果票を基に、「結
果の見方・生かし方」を完成させ、さらに具体的
な職業への理解を深めていくことができます。

職業レディネス・テスト

B検査

A検査

C検査

職業興味

職務遂行の自信度

基礎的志向性

職業志向性



……………………………………………

……………………………………………

……………………………………………

……………………………………………

キャリア・コンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

キャリア・コンサルティング セミナー
基礎理論コース

キャリア・コンサルティングにおける個性理解や進路指導・職業指導等のためのアセスメント・ツールである、KN式クレペリン作業性格検査、ＶＰＩ職業
興味検査、職業レディネス・テスト、厚生労働省編一般職業適性検査（ＧＡＴＢ）、キャリア・インサイトＭＣの各検査およびシステムを正しく、有効にご活
用していただくため各種検査の理論・実施方法・活用の仕方などを解説します。ご希望のコースを自由に組み合わせて受講できます。
対　象●中学・高校の進路指導担当者、大学・短大・専門学校のキャリア指導・就職指導担当者、公共職業安定機関の担当者、職業相談・就業

援助機関等の担当者、産業カウンセラー、キャリア・カウンセラー、キャリア・コンサルタント及びそれらの資格取得を目指している方
講　師●日本体育大学教授　本間啓二氏（3/28～3/31）　　（社）雇用問題研究会 普及促進部長　山形時雄（4/1）
会　場●（社）雇用問題研究会 会議室（東京都中央区新川1-16-14　アクロス新川ビル・アネックス３階）

●お申込み・お問い合わせはホームページで   　　　 
社団法人 雇用問題研究会　普及促進部　　〒104-0033 東京都中央区新川1－16－14　電話 03-3523-5182　FAX 03-3523-5187
http://www.koyoerc.or.jp

VPI＆VRT
VPI職業興味検査、職業レディネス・テスト

●3月29日（火）　10:00～16:00
受講料●6,000円（税込み・資料代を含む）

GATB
厚生労働省編一般職業適性検査

●3月30日（水）　10:00～16:00
受講料●6,000円（税込み・資料代を含む）

キャリア・コンサルティング

●3月31日（木）　10:00～16:00
受講料●6,000円（税込み・資料代を含む）

キャリア・コンサルティングの観点から、上記の各種検査の総合的な解釈を考えます。また、検査を活用したコンサ
ルティングの考え方や進め方について、事例をあげて説明します。受講生によるグループワークを取り入れた実践
的なコースとなっています。（VPI＆VRT及びGATBコースを受講された方が対象です。）

キャリア・インサイトＭＣ
職業適性診断システム CAREER Insites MC

●4月1日（金）　13:30～16:30
受講料●5,000円（税込み・資料代別途）

キャリア・インサイトＭＣは、2007年に公表されたミッドキャリア層（おおむね30歳代後半から60歳代）のための
コンピュータ適職診断システムです。その機能と活用について、実際にパソコンを操作して習得していただきます。
＊資料代●CD－ROM：2,800円、手引き：1,040円（セミナー特価）

厚生労働省編 一般職業適性検査（通称GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な９種
の能力(適性能)を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情報を提供
します。その実施方法と採点の方法を説明します。また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

VPI職業興味検査は、大学・短大・専門学校生のキャリア・カウンセリング用の、ホランド理論に基づく検査です。そ
の実施と活用について説明します。職業レディネス・テスト〔第３版〕は、中学・高校生以上の方の職業への興味・自
信の方向性をキャリア発達の観点から捉えようとするものです。その実施、採点及び活用について説明します。

KN式クレペリン
KN式クレペリン作業性格検査

●3月28日（月）　10:00～16:00
受講料●6,000円（税込み・資料代を含む）

KN式クレペリン作業性格検査は、二数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、作業の質などの結果
から、個人の性格面にかかわる特性を総合的にとらえようとするものです。この検査を実習し、コンピュータ判定結
果の読み方等を説明します。また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

●平成23年3月28日（月）～4月1日（金）
●会場：社団法人雇用問題研究会　会議室

職業研究2011冬季号　アンケートにお答えください。
「職業研究」編集部

「職業研究」編集部では、今後の誌面作りに役立てるため、読者の皆様の声をお待ちしております。
雇用問題研究会のホームページ内「職業研究」ページにあるアンケートにご記入の上、ご送信ください。
ご意見・ご感想をお寄せいただいた方には当会発行の図書をプレゼントしております。
（締切等詳しくはホームページでご確認ください） → http://www.koyoerc.or.jp
「職業研究」ページでは、2004年以降の本誌バックナンバーの記事もPDFファイルでご覧いただけます。

「職業研究」ホームページ  http://www.koyoerc.or.jp

図書をプレゼント！

申込み受付中！

各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査の理念、活用方法等の概要をご説明いたします。
「キャリア教育を進めたいが、何から始めたらいいかわからない」「適性検査、アセスメント・ツールとはどういうも
のか知りたい」「アセスメント・ツールを利用してみたいが、導入方法や何を選んでいいのかわからない」など、
初歩的な疑問等について、個別にご相談に応じます。

アセスメント・ツール入門
●無料●原則として毎週水曜日
必ず事前にご予約ください。

＊従来の「キャリア・カウンセリング セミナー」を名称変更しました。



厚生労働省編
一般職業適性検査
（事業所用）

General Aptitude Test Battery

Requisite Abilities Test for work

Comprehensive Employability Test and Inventories

General Aptitude Test Battery

Requisite Abilities Test for work

Comprehensive Employability Test and Inventories

職業基礎能力
診断テスト

●お申込み・お問い合わせは　社団法人 雇用問題研究会　http://www.koyoerc.or.jp

■検査用紙 T版―――――― 380円 
 S版―――――― 330円 
■手引―――――――――― 1,500円

 １名分料金
■CETI-A、B、C――――――  2,600円
■CETI-A、B ―――――――  1,900円
■CETI-C ――――――――  1,900円

■１名分 ―――――――― 1,500円  
■Ｃセット（RAT+CETI-Ｃ） ―― 2,600円

実施に
便利な

指示音
声無料

提供

サービ
ス開始

！

職務に応じた適材適所――
潜在能力としての多様な適性能を測定

職務遂行に必要な課題解決に共通
する［一般的課題解決能力］を測る

基礎能力（言語、数理）とパーソナリティ
（興味・関心、性格特性、行動特性）を把握

対象年齢●15歳～45歳
実施時間●T版（7適性能）：約60分
　　　　　S版（4適性能）：約40分

（価格は税込です）

対 象 者●大学・短大、高専、専門学校等の卒業・修了（見込）者
実施時間●約70分

対 象 者●大学・短大、高専、専門学校等の卒業・修了（見込）者
実施時間●CETI-A（言語的能力）：約40分
　　　　　CETI-B（数理的能力）：約40分
　　　　　CETI-C（パーソナリティ）：約40分

事業所内の雇用管理の様々な場面でご利用いただくことを目的に研究・開
発され、一人ひとり異なる能力と職業との適合性（マッチング）を客観的に測定
する科学的ツールとして、わが国で50年以上にわたり広く活用されている検査
です。仕事を遂行する上で必要な知識や技能を身につける基盤となる能力を
測定し、①能力面からみた個人の特徴②個々の職業との適合性がわかりま
す。今後の可能性をおさえた適材適所の採用選考のほか、配置・職種転換、
教育訓練のためのツールとして役立ちます。
■検査実施用指示音声
実施者が行う被検者への指示（教示）を実際の検査時間どおりにナレーション
で収録した指示音声ファイルを無料で提供いたします。実施者は指示、読み上
げ、時間の計測をする必要がありません。
■人材の採用・配置のための職業適性検査セミナー［導入編］
正しく効果的に活用していただくためのセミナーも実施しております。

様々な仕事を遂行するために、あるいは採用後に実施する職業訓練等で効
果をあげるために必要と考えられる基礎能力のうち、重要と考えられる課題
解決能力を測定するツールとして、2010年に発表した最新のテストです。
企業等が採用選考時に基礎的知識や能力の観点から応募者を選抜する
際や採用後の人材開発において能力特性を把握するために役立ちます。
■課題解決の特徴を捉える多面的かつ多様な設問
言語、数理、照合、空間の４種類の課題領域に関連する設問72問で構成。
各課題領域の解答状況から、受験者の領域ごとの課題解決能力を測定し、
能力特徴を捉えることができます。設問はスピードよりも思考力を重視。受験
者の能力を多面的に捉えるとともに、将来の職務とのマッチングを探ることが
できます。
■結果のご報告
診断はコンピュータにより迅速に行い、解答用紙到着後３日程度でご提供。

個人が職場で与えられた職務を十分に遂行するためには、能力的側面に加え
本人の仕事への興味・関心、意欲・態度、人間関係対処などパーソナリティ
の側面も重要です。採用・配置する職種にかかわりなく要求される個人のエン
プロイアビリティを、A、B、Cの３つの検査により能力的側面（言語的能力、数
理的能力）とパーソナリティ的側面（職業興味・関心、性格特性、行動特性）
から多角的・総合的に診断します。
■基礎能力
入社後の可能性を示唆する基礎能力を言語的能力と数理的能力の２つの側
面から測定します。
■パーソナリティ
個人の職業的興味・関心の度合い、性格・行動の一般的傾向を把握します。
将来のリーダーとしての役割を果たすために必要な思考特性、リーダーシップ
特性といった個人特性も測定します。

NEW!


